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第１章 計画の策定にあたって 

１．計画策定の目的 

わが国では、少子化に歯止めをかけ、次代の社会を担う子どもを健やかに生み育てる環境整備

を図るため、平成 24年に子ども・子育て関連３法（「子ども・子育て支援法」「認定こども園法の

一部改正法」「児童福祉法の一部改正等の関係法律の整備法」）が成立し、平成 27年度から「子ど

も・子育て支援新制度」がスタートしました。 

 

本町においては、平成 27年３月に「枝幸町子ども・子育て支援事業計画」を、令和２年３月に

「枝幸町子ども応援計画」を策定し、未来を担う子どもの幸せを社会全体で支援し、心から幸せ

を実感できる理想郷となるよう子育て支援を行ってきました。 

 

現在、わが国では、急速な少子化、児童虐待、ヤングケアラー、自殺者数の高止まりなど、子

ども・子育てをめぐる様々な課題に直面しています。  

このような課題を解決するために、国においては、こども施策を社会全体で総合的かつ強力に

推進していくための包括的な基本法として、「こども基本法」が令和５年４月に施行され、また、

令和５年 12月には、こども基本法に基づき、こども政策を総合的に推進するため、こども施策の

基本的な方針等を定める「こども大綱」を閣議決定しました。 

 

さらに、令和６年６月に「子ども・子育て支援法等の一部を改正する法律」が成立し、全ての

子ども・子育て世帯を対象とする支援の拡充、共働き・共育ての推進に資する施策の実施に必要

な措置を講じるとともに、令和７年度に子ども・子育て政策の全体像と費用負担の見える化を進

めるための子ども・子育て支援特別会計が創設され、令和８年度に児童手当等に充てるための子

ども・子育て支援金制度が創設されることになります。 

 

このような背景の中、本町では、令和２年３月に策定した「枝幸町子ども応援計画」が令和６

年度で計画期間が満了することから、こども大綱や子ども・子育て支援法等の一部を改正する法

律を勘案した上で、引き続き、計画的に子育て支援策を推進するため令和７年度から令和 11年度

までの５年間を計画期間とする「枝幸町子ども応援計画（第３期枝幸町子ども・子育て支援事業

計画）」を策定します。 
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２．計画の位置付けと期間 

（１）計画の位置付け 

本計画は、子ども・子育て支援法第 61条第１項に規定される「市町村子ども・子育て支援事業

計画」であり、国から示された基本指針に即して、「教育・保育提供区域」ごとの各年度の「子ど

ものための教育・保育給付」の需給量の見込み、「地域子ども・子育て支援事業」の需給量の見込

み、それらの提供体制を定めます。 

国から示された「子ども・子育て支援法に基づく子ども・子育て支援事業計画の基本指針」に

基づき、国際目標のＳＤＧｓの理念を踏まえ、上位計画である「第２次枝幸町まちづくり計画」

及び関連計画との整合性を図ります。特に障がい児支援の体制整備にあたっては、障がい者福祉

計画における障害児福祉計画との調和を図ります。 

 

【関連計画の位置づけ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）計画の期間 

本計画は、令和７年度から令和 11年度までを計画期間とし、令和９年度に中間見直し、計画最

終年度である令和 11年度に次期計画を策定します。 

令和 令和 令和 令和 令和 令和 令和 令和 令和 令和 令和 

2 年度 3 年度 4 年度 5 年度 6 年度 7 年度 8 年度 9 年度 10 年度 11 年度 12 年度 

  

 

  
中間 

見直し 
 

第３期 

計画策定 
  

中間 

見直し 
 

第４期 

計画策定 
 

 

枝幸町子ども応援計画 

（第２期枝幸町子ども・子育て支援事業計画） 

枝幸町子ども応援計画 

（第３期枝幸町子ども・子育て支援事業計画） 

枝幸町子ども応援計画 

（第３期枝幸町子ども・子育て事業計画） 

（R7～R11） 

枝幸町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画

（R6～R8） 

第７次枝幸町障がい者福祉計画 

・第４次障がい者基本計画（R3～R8） 

・第７次障がい福祉計画（R6～R8） 

・第３次障がい児福祉計画（R6～R8） 

第２次枝幸町健康増進計画（R6～R17） 

その他の関連計画 
次世代育成支援対策推進法 

子ども子育て支援法 

連携 

第２次枝幸町まちづくり計画（H28～R7） 

次期 

計画 
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３．計画の策定方法 

（１）アンケート調査の実施 

子ども・子育て支援に関するサービスの利用実態等を把握し、その量的及び質的なニーズを把

握するため、国の基本指針に基づき、町内に居住する就学前児童及び小学生がいる世帯を対象に

「枝幸町子ども・子育て支援アンケート調査」（令和５年 12月実施）（以下「アンケート調査」と

いいます。）を実施しました。 

結果概要については、「枝幸町子ども・子育てアンケート結果」をご覧ください。（19～25 ペー

ジ） 

 

（２）パブリックコメントの実施（令和７年３月３日～令和７年３月 14 日実施） 

本町のホームページ等で計画素案を町民のみなさまに公表し、ご意見をいただき、計画へ反映

させるためにパブリックコメントを実施しました。 

 

意見募集期間 令和７年３月３日（月）～令和７年３月 14 日（金） 

意見の件数 ２件（提出者１人） 

意見の取り扱い 

（対応内容の分類） 

① 案を修正するもの ０件 

② 既に案に盛り込んでいるもの ０件 

③ 今後の参考とするもの ２件 

④ 意見として伺ったもの（案件に直接関係がないため） ０件 

意見の受け取り方法 

電子メール １人 

郵便 ０人 

ファクシミリ ０人 

意見箱 ０人 

直接持参 ０人 

 

（３）枝幸町子ども・子育て会議 

「子ども・子育て支援法」に基づき、子ども・子育て支援に関する事業計画の策定などについ

て、子どもの保護者を含む子育て支援当事者などの意見を聞くため、「枝幸町子ども・子育て会議」

において審議を行いました。（令和７年３月までに計２回の会議を開催） 

会議は、学識経験者、教育・保育従事者、事業者等から選出した委員により構成されています。 
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４．子ども・子育てをめぐる国の動き 

近年の子ども・子育てをめぐる動きについては以下の通りとなっています。 

 

[近年の子ども・子育てをめぐる動き] 

 法律・制度等 内 容 

平成 30 年 

（2018 年） 
子ども・子育て支援法等の一部改正 

・保育充実事業の実施、協議会の設置、教育認定、こ

どもの利用者負担の引き下げ 

令和４年 

（2022 年） 
児童福祉法等の一部改正 

・包括的な支援のための体制強化及び事業の拡充 

・児童相談所等による支援、妊産婦等への支援の質の

向上 

・自立支援の強化 

・児童の意見聴取等の仕組みの整備 

・一時保護等の判断に関する司法審査の導入 

・こども家庭福祉の実務者の専門性の向上 

・性犯罪歴等の証明を求める仕組み（日本版DBS）の

導入に先駆けた取組強化等 

令和５年 

（2023 年） 

こども家庭庁の設置 

・こどもが、自立した個人としてひとしく健やかに成

長することができる社会の実現に向けて、こどもと

家庭の福祉の増進・保健の向上等の支援、こどもの

権利利益の擁護を任務とするこども家庭庁が創設 

こども基本法施行 

・こども施策を社会全体で総合的かつ強力に推進して

いくための包括的な基本法 

・施策に対するこども・子育て当事者等の意見の反映、

支援の総合的・一体的提供の体制整備、関係者相互

の有機的な連携の確保 

こども大綱の閣議決定 

・こども基本法に基づき、こども政策を総合的に推進

するため、政府全体のこども施策の基本的な方針等 

・少子化社会対策大綱、子供・若者育成支援推進大綱、

子供の貧困に関する大綱の３大綱を一元化 

こども未来戦略の閣議決定 

・若い世代が希望どおり結婚し、希望する誰もがこど

もを持ち、安心して子育てできる社会、こどもたち

が笑顔で暮らせる社会の実現を目指す 

令和 6 年 

（2024 年） 

こどもまんなか実行計画の決定 
・こども大綱に基づく幅広いこども政策の具体的な取

組を一元的に示したアクションプラン 

次世代育成支援対策推進法改正 ・令和17年（2035年）3月末までの時限立法に再延長 

子ども・子育て支援法等の一部改正 

・ライフステージを通じた経済的支援の強化 

・全てのこども・子育て世帯への支援の拡充 

・共働き・共育ての推進 

・給付等を支える財政基盤の確保と見える化の推進 



第１章 計画の策定にあたって 

5 

５．SDGs の概要 

ＳＤＧｓは、2015 年９月の国連サミットで 150を超える加盟国首脳の参加のもと、全会一致で

採択された「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」に掲げられた、「持続可能な開発目標

（SustainableDevelopmentGoals）」のことです。 

ＳＤＧｓは、先進国・途上国全ての国を対象に、経済・社会・環境の３つの側面のバランスが

とれた社会を目指す世界共通の目標として、17のゴールとその課題ごとに設定された 169 のター

ゲット（達成基準）から構成されます。 

本町においても、第３期子ども・子育て支援事業計画策定に際し、ＳＤＧｓのゴールを明確に

し、実現に向け貢献していきます。 
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第２章 枝幸町の子どもと子育て家庭の現状 

１．枝幸町の現状 

（１）総人口と総世帯の状況 

令和６年４月現在の人口総数は 7,233 人、世帯数は 3,863世帯で、一世帯当たりの人員は 1.87

人となっています。第２期計画期間の推移をみると、人口総数は減少傾向、世帯数は増減を繰り

返しながら減少傾向、一世帯あたりの人員は減少傾向となっています。 

 

[人口と世帯数の推移] 

 

資料：住民基本台帳人口（各年４月１日） 

 

 

  

令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

8,090 7,904 7,763 7,526 7,326 7,233

3,953 3,917 3,922 3,852 3,798 3,863

2.05 2.02 1.98 1.95 1.93 1.87 

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

0

2,500

5,000

7,500

10,000

（人）（人/世帯）

人口総数

世帯数

一世帯あたり人員
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（２）年齢３区分人口の推移 

令和６年における 15歳未満の年少人口は 629人、年少人口比率は 8.7％である一方、65歳以上

の老年人口は 2,614人、老年人口比率は 36.1％となっています。 

第２期計画期間における年齢３区分人口の構成割合の推移をみると、令和６年においては年

少・老年人口がともに減少していることから、今後少子・高齢化の進行が顕著となることに加え

て人口減少が加速的に進行する可能性が懸念されます。 

 

[年齢３区分人口構成の推移] 

                                          （人） 
 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 

総人口 7,904 7,763 7,526 7,326 7,233 

 年少人口（15 歳未満） 806 768 716 674 629 

割合 10.2％ 9.9％ 9.5％ 9.2％ 8.7％ 

生産年齢人口（15～64 歳） 4,331 4,231 4,078 3,989 3,990 

割合 54.8％ 54.5％ 54.2％ 54.4％ 55.2％ 

老年人口（65 歳以上） 2,767 2,764 2,732 2,663 2,614 

割合 35.0％ 35.6％ 36.3％ 36.3％ 36.1％ 

資料：住民基本台帳人口（各年４月１日） 

[総人口の推移] 

 
 

[人口構成の推移] 

 

806 768 716 674 629

4,331 4,231 4,078 3,989 3,990

2,767 2,764 2,732 2,663 2,614

7,904 7,763 7,526 7,326 7,233

0

2,000

4,000

6,000

8,000

（人）

総人口
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15～64歳

15歳未満

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

10.2% 9.9% 9.5% 9.2% 8.7%

54.8% 54.5% 54.2% 54.4% 55.2%

35.0% 35.6% 36.3% 36.3% 36.1%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

15歳未満

15～64歳

65歳以上



第２章 枝幸町の子どもと子育て家庭の現状 

8 

（３）人口動態 

人口動態の推移において、自然動態では死亡が出生を、社会動態では転出が転入を上回る状況

が続いています。自然動態と社会動態を加算すると、令和元年から令和５年において、各年で約

110人～170人の幅で人口が減少しています。 

 

[人口動態の推移]  
                                              （人） 

 
自然動態 社会動態 

人口増減 
出生 死亡 自然増減 転入 転出 社会増減 

令和元年 47 121 -74 281 323 -42 -116 

令和２年 44 129 -85 247 327 -80 -165 

令和３年 41 123 -82 203 287 -84 -166 

令和４年 41 130 -89 309 379 -70 -159 

令和５年 36 152 -116 313 368 -55 -171 

資料：住民基本台帳（各年 12月末） 

 

（４）婚姻率・離婚率 

本町の令和５年の人口 1,000人に対する婚姻率は 1.6、離婚率は 0.8となっています。 

婚姻率は、令和３年を除いて、全国、北海道を下回っています。 

離婚率は、令和３年、令和５年を除いて、全国、北海道を上回っています。 

 

    [婚姻率の推移]     [離婚率の推移] 

  
資料：人口動態調査より作成（枝幸町（令和５年のみ）は住民基本台帳より作成） 
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（５）世帯類型等の推移 

国勢調査によると、令和２年の一般世帯数の合計は 3,510 世帯、単独世帯 1,314 世帯、核家族

世帯 1,896世帯、三世代世帯が 163世帯となっています。 

平成 17年からの世帯類型割合の推移をみると、単独世帯が増加し、核家族世帯と三世代世帯が

減少しています。 

 

[世帯類型等の推移] 
                                              

      （世帯） 

 
平成 17 年 平成 22 年 平成 27 年 令和２年 

世帯数 割合 世帯数 割合 世帯数 割合 世帯数 割合 

単独世帯 1.130 28.2％ 1,302 33.0％ 1,307 34.7％ 1,314 37.4％ 

核家族世帯 2,390 59.6％ 2,238 56.7％ 2,113 56.1％ 1,896 54.0％ 

三世代世帯 302 7.5％ 243 6.2％ 198 5.3％ 163 4.6％ 

その他の世帯 187 4.7％ 164 4.2％ 149 4.0％ 137 3.9％ 

合計 4,009 100.0％ 3,947 100.0％ 3,767 100.0％ 3,510 100.0％ 

資料：国勢調査 

[世帯類型等割合の推移] 
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（６）子どものいる世帯割合等の推移 

国勢調査によると、令和２年の６歳未満親族のいる世帯は、一般世帯の 5.9％にあたる 208世帯、

18歳未満親族のいる世帯は、一般世帯の 16.5％にあたる 580世帯でした。 

平成 17年に比べ、６歳未満親族のいる世帯は約半数、18歳未満親族のいる世帯は約６割となっ

ています。 

 

[６歳未満親族のいる世帯数の推移]  
 

 

 

[18 歳未満親族のいる世帯数の推移]  
 

 

                     資料：国勢調査 

 

 

  

平成17年 平成22年 平成27年 令和２年

407 327 242 208

10.2%
8.3%

6.4% 5.9%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

0

200

400

600

800

1,000

1,200

（世帯）

6歳未満親族のいる世帯数

一般世帯合計に占める割合

平成17年 平成22年 平成27年 令和２年

950
806

695
580

23.7%

20.4%
18.4%

16.5%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

0

200

400

600

800

1,000

1,200

（世帯）

18歳未満親族のいる世帯数

一般世帯合計に占める割合



第２章 枝幸町の子どもと子育て家庭の現状 

11 

（７）女性の就業状況 

国勢調査によると、年齢別にみた女性就業率の推移は、令和２年は合計で 52.7％と平成 27年と

ほぼ同率となっています。年齢別にみると、45歳以上では全ての年齢層で平成 27年を上回ってお

り、高齢層での就業率の上昇が推察されます。 

また、本町の就業率は全国、北海道と比較すると 15～19歳を除いた全ての年齢層で上回ってお

り、女性の就業率の高さがうかがえます。 

 

[女性の就業者数の推移] 
                        （人） 

 平成 27 年 令和２年 

 就業者数 人口 割合 就業者数 人口 割合 

15～19 歳 29 
 

144 20.1％ 10 128 7.8％ 

20～24 歳 92 116 79.3％ 95 118 80.5％ 

25～29 歳 97 148 65.5％ 107 134 79.9％ 

30～34 歳 148 198 74.7％ 111 150 74.0％ 

35～39 歳 263 314 83.8％ 148 185 80.0％ 

40～44 歳 241 274 88.0％ 218 255 85.5％ 

45～49 歳 203 244 83.2％ 228 249 91.6％ 

50～54 歳 231 281 82.2％ 198 238 83.2％ 

55～59 歳 218 292 74.7％ 210 265 79.2％ 

60～64 歳 239 381 62.7％ 189 277 68.2％ 

65 歳以上 323 1,572 20.5％ 365 1,564 23.3％ 

合計 2,084 3,964 52.6％ 1,879 3,563 52.7％ 

資料：国勢調査 

 

 [女性の就業率 枝幸町・道・国との比較] 
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（８）配偶関係の状況 

令和２年の国勢調査によると 20 代、30 代の未婚率（離婚した人は含まない）は、35～39 歳の

層では、男性が 38.3％、女性が 18.4％となっています。 

平成 22 年からの未婚率の推移をみると、女性では 25～34 歳では上昇傾向、男性では全ての年

齢層で上昇傾向となっています。 

また、令和２年の未婚率を全国値と比較すると、女性は全ての年齢層で全国値を下回り、一方、

男性は全ての年齢層で全国値を上回っています。 

 

[未婚率の推移]  
 

      【女性】       【男性】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：国勢調査 

 

[未婚率の状況（全国値）]  

年齢区分 女性 男性 

20～24 歳 87.1％ 88.5％ 

25～29 歳 58.2％ 65.4％ 

30～34 歳 33.6％ 43.7％ 

35～39 歳 22.8％ 32.4％ 

  資料：国勢調査（令和２年） 
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（９）出生数の推移 

出生数は、30人台～40人台の間で推移しており、減少傾向となっています。 

人口 1,000人当たりに対する出生率については、令和５年は 5.0となっており、北海道を上回っ

ていますが、全国は下回っています。 

 

[出生数の推移]  

 

 

[出生率の推移]  
 

 

資料：人口動態総覧（各年 12月末） 
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（10）児童数の推移 

令和６年４月１日現在、小学生以下（０～11 歳）の児童人口は、483 人となっており、令和２

年と比較すると 108人減少しています。 

 

[児童数の推移] 
                                   （人） 

年齢 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 

０歳 41 43 31 41 31 

１歳 50 41 41 34 40 

２歳 36 48 38 39 33 

３歳 49 36 52 36 37 

４歳 48 49 37 52 32 

５歳 36 49 46 37 53 

６歳 63 36 45 46 39 

７歳 49 62 35 44 45 

８歳 54 48 57 32 45 

９歳 37 53 45 55 32 

10 歳 60 36 54 45 53 

11 歳 68 61 37 52 43 

０～２歳 合計 127 132 110 114 104 

３～５歳 合計 133 134 135 125 122 

０～５歳 合計 260 266 245 239 226 

６～８歳 合計 166 146 137 122 129 

９～11 歳 合計 165 150 136 152 128 

６～11 歳 合計 331 296 273 274 257 

０～11 歳 合計 591 562 518 513 483 

資料：住民基本台帳（各年４月１日） 
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（11）計画期間の将来推計人口 

計画期間（令和７年～令和 11 年）の推計人口については、コーホート変化率法*1による推計に

て算出しました。小学生以下（０～11歳）の児童人口は、令和７年に 485人となり、令和 11年に

は 424人と減少する見込みです。 

 

[児童数の将来推計人口] 
                                   （人） 

年齢 令和７年 令和８年 令和９年 令和 10 年 令和 11 年 

０歳 38 40 38 36 34 

１歳 39 37 39 37 35 

２歳 42 36 34 36 34 

３歳 31 42 35 33 35 

４歳 36 31 42 35 33 

５歳 35 37 32 42 36 

６歳 54 34 36 31 41 

７歳 38 54 34 36 31 

８歳 46 35 50 32 33 

９歳 42 44 34 48 31 

10 歳 30 42 44 34 47 

11 歳 54 30 42 44 34 

０～２歳 合計 119 113 111 109 103 

３～５歳 合計 102 110 109 110 104 

０～５歳 合計 221 223 220 219 207 

６～８歳 合計 138 123 120 99 105 

９～11 歳 合計 126 116 120 126 112 

６～11 歳 合計 264 239 240 225 217 

０～11 歳 合計 485 462 460 444 424 

 

 

*1 コーホート変化率法…………同じ時期に生まれた集団について、過去における実績人口の動勢から「変化率」を求め、

それに基づき将来人口を推計する方法。ここでは、令和２年～令和６年の住民基本台帳人

口（各年４月１日）を用い推計した。 
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２．枝幸町における子育て支援の状況 

（１）就学前の教育・保育の状況 

① 保育所 

令和６年４月現在、保育所が２か所あり、うち認可保育所は１か所、へき地保育所は１か所と

なっています。 

入所者数の推移をみると、令和５年に認定こども園が設置されるまでは、町全体で 130 人台で

推移しています。 

 

[施設の概要] 

名称 定員 所在地 受入年齢 開所時間 延長保育 土曜日 

枝幸保育所 110 人 三笠町 ０歳～ 7：00～18：00 18：00～18:30 

 

7：00～12：30 

音標保育所 30 人 音標 ２歳～ 8：00～17：00 － 8：00～12：30 

歌登保育所 30 人 歌登南町 ２歳～ 8：00～17：30 － （特別保育） 

※枝幸保育所については令和４年度末で閉所 

 

[利用者数の推移]                                   （人） 

年齢 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 

０歳 2 8 4 0 0 

１～２歳 42 37 38 3 5 

３～５歳 86 94 94 24 26 

計 130 139 136 27 31 

※１～２歳、３～５歳については、各年４月１日付けで算出。 

※０歳については、５か月以上からの入所となるため 10月１日付けの入所者数に基づいて算出。 

 

② 幼稚園 

本町には令和４年度まで学校法人枝幸幼稚園がありましたが、施設の老朽化により閉園となる

ことを受け、園児の受入先として、令和５年度より幼保連携認定こども園が開設されました。 

 

[施設の概要]   

名称 定員 所在地 受入年齢 開園時間 預かり保育 開園時間（土） 

学校法人 

枝幸幼稚園 
105 人 梅ヶ枝町 満３歳～ 7：30～14：30 

保育終了後 

～18：00 
7：30～11：30 

 

[認定区分別利用者数の推移]                               （人） 

年齢 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 

３～５歳 40 39 36   

（学校基本調査：各年５月１日） 
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③ 認定こども園 

令和５年４月より、枝幸町認定こども園が三笠町に設立されています。入園者数は、令和５年

で 139人、令和６年で 127人となっています。 

 

 [施設の概要] 

名称 定員 所在地 受入年齢 開園時間 預かり保育 開園時間（土） 

枝幸町 

認定こども園 
145 人 三笠町 ０歳～ 7：00～18：00 18:00～18：30 7：00～18：00 

 

[認定区分別利用者数の推移]                              （人） 

年齢 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 

０歳    ８ ４ 

１～２歳    31 28 

 ３～５歳    100 

 

95 

 計    139 127 

（学校基本調査：各年５月１日） 

 

【参考（保育所及び認定こども園の入所者数の合算数の推移）】 

年齢 

入所者数（人） 利用率（％） 

令和 令和 令和 令和 令和 令和 令和 令和 令和 令和 

２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

０歳 2 8 4 8 4 4.9 18.6 12.9 19.5 12.9 

１～２歳 42 37 38 34 33 48.8 41.6 48.1 46.6 45.2 

３～５歳 86 94 94 124 121 64.7 70.1 69.6 99.2 99.2 

計 130 139 136 166 158 50.0 52.3 55.5 69.5 69.9 
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（２）枝幸町における子育て支援の状況 

法定 18事業のうち、利用者支援事業、地域子育て支援拠点事業、妊婦健康診査、乳児家庭全

戸訪問事業、養育支援訪問事業、ファミリー・サポート・センター事業、認定こども園におけ

る預かり保育、一時預かり事業、延長保育事業、放課後児童健全育成事業、妊婦等包括相談支

援事業、産後ケア事業を実施しています。 

 

No. 国指定の 18 事業 実施状況 開始年度 

１ 利用者支援事業 実施 令和６年度 

２ 地域子育て支援拠点事業 実施 継続 

３ 妊婦健康診査 実施 継続 

４ 乳児家庭全戸訪問事業 実施 継続 

５ 養育支援訪問事業 実施 継続 

６ 子育て短期支援事業 未実施 － 

７ ファミリー・サポート・センター事業 実施 継続 

８-１ 認定こども園における預かり保育 実施 令和５年度 

８-２ 一時預かり事業 実施 継続 

９ 延長保育事業 実施 継続 

10 病児・病後児保育事業 未実施 － 

11 放課後児童健全育成事業 実施 継続 

12 実費徴収に係る補足給付を行う事業 未実施 － 

13 多様な主体が本制度に参入することを促進するための事業 未実施 － 

14 子育て世帯訪問支援事業 未実施 － 

15 児童育成支援拠点事業 未実施 － 

16 親子関係形成支援事業 未実施 － 

17 妊婦等包括相談支援事業 実施 令和５年度 

18 産後ケア事業 実施 継続 
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３．アンケート調査結果 

（１）第３期子ども・子育て支援事業計画策定のためのニーズ調査 

本計画の策定にあたり、教育・保育サービスの利用意向や子育て支援に関する施策ニーズなど

を把握するため、町内の子育て中の保護者を対象にしたニーズ調査を実施しました。 

令和５年 12 月に、町内の小学生以下の子どもがいる全世帯 414世帯に調査票を配布し、180 世

帯分を回収しました。配布・回収の詳細は下表のとおりです。 

対象 配布数 回収数 回収率 

就学前児童保護者 196 世帯 89 世帯 45.4％ 

小学生保護者 218 世帯 91 世帯 41.7％ 

 

① 保護者の就業状況 

就学前児童の母親の就業状況については、「フルタイム/産休･育休･介護休業中ではない」が

34.8％で最も多く、次いで「パートタイム、アルバイト等/産休･育休･介護休業中ではない」が

28.1％となっています。 

小学生の母親の就業状況については、子育てにある程度時間の余裕ができたためか、「フルタイ

ム/産休･育休･介護休業中ではない」「パートタイム、アルバイト等/産休･育休･介護休業中ではな

い」が各々47.3％、36.3％と就学前児童の母親に比べ増加しています。 

一方、父親の就業状況については、「フルタイム/育休･介護休業中ではない」が各々85％前後と

なっています。 
 

[就学前児童の保護者] 

 

[小学生の保護者] 

 

母親(n=89)

父親(n=89)

34.8 

86.5 

5.6 28.1 2.2 25.8 3.4 

13.5 

（％）

母親(n=91)

父親(n=91)

47.3 

84.6 

1.1 

36.3 

1.1 

13.2 

1.1 

1.1 

14.3 

フルタイム/産休・育休・介護休業中ではない フルタイム/産休・育休・介護休業中

パートタイム、アルバイト等/産休・育休・介護休業中ではない パートタイム、アルバイト等/産休・育休・介護休業中

以前は就労していたが、現在は就労していない これまで就労したことがない

無回答

（％）
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② 定期的に利用している事業 

就学前児童がいる世帯で定期的に利用している事業については、認定こども園が０歳で６世帯、

１～２歳で 14世帯、３～５歳で 52世帯、合計 72世帯で最も多い利用となっています。 

 

[就学前児童の世帯] 

 

 

  

認定こども園

音標保育所

歌登保育所

ファミリーサポートセンター

南宗谷子ども通園センター

6 14

1

3

3

6

52

1

3

3

6

72

（世帯）

０歳 １～２歳 ３～５歳
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③ 子育てに重要だと思うこと 

就学前児童がいる世帯で子育てに重要だと思うことは、「乳幼児の遊び場(公園や児童館など)の

整備」が 58.4％で最も高く、平成 30年調査と比較すると 27.3 ポイント高くなっています。次い

で、「小児医療体制の充実」が 57.3％、「子育てへの経済的支援の充実」が 38.2％、「子育てしな

がら働きやすい職場環境の整備」が 36.0％となっています。 

 

[就学前児童の世帯] 

 

 

  

乳幼児の遊び場(公園や児童館など)の整備

小児医療体制の充実

子育てへの経済的支援の充実

子育てしながら働きやすい職場環境の整備

こども園･保育所の充実

母子保健サービス(乳幼児健康診査や予防接種など)の充実

小中学生の心身の健やかな成長への支援

親同士の交流や地域の子育て支援活動への支援

家庭内における子育てへの参画(父親の意識啓発など)の促進

子育てに関する相談や情報提供の充実

児童虐待対策の推進

その他

特に必要なものはない

無回答

58.4 

57.3 

38.2 

36.0 

20.2 

9.0 

9.0 

5.6 

2.2 

1.1 

0.0 

7.9 

0.0 

0.0 

31.1

68.9

41.1

33.3

36.7

14.4

13.3

7.8

4.4

7.8

1.1

2.2

2.2

1.1

（％）

令和５年調査n=(89) 平成30年調査n=(90)
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④ 自由意見から 

子育てに関する意見を求めたところ、全体では「教育・保育・町の子育て支援サービスについ

て」「子育ての経済的支援について」が各々24件で最も多くなっています。 

就学前児童がいる世帯では、「教育・保育・町の子育て支援サービスについて」が 15 件で最も

多く、次いで「子育て環境（遊び場、交通、買い物など）について」が 14 件、「子育ての経済的

支援について」が 13件となっています。 

小学生がいる世帯では、「子育ての経済的支援について」が 11 件で最も多く、次いで「教育・

保育・町の子育て支援サービスについて」が９件となっています。 

 

 
 

  

教育・保育・町の子育て支援サービスについて

子育ての経済的支援について

子育て環境（遊び場、交通、買い物など）について

子育てのイベントや学びの支援について

医療体制・健康について

子育てしやすい働き方について

子育てに対する気持ち・考え方

子育ての情報について

子どもの安全等の確保について

その他（意見なしも含む）

24

24

19

8

6

4

3

1

0

5

15

13

14

4

6

3

3

1

0

3

9

11

5

4

0

1

0

0

0

2

保護者全体(n=180) 未就学児童保護者(n=89)

小学生保護者(n=91)

（件）
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（２）子どもの貧困対策調査・ヤングケアラー実態調査 

本計画の策定にあたり、子どもの貧困、ヤングケアラー等多様化する実態を把握し、現況に即

した子育て支援を実行するための基礎資料とするために子どもの貧困対策調査、ヤングケアラー

実態調査を実施しました。 

令和５年 12月に、町内の小学校５年生から高校生までの児童・生徒 460名と小中学生の保護者

199名に配布し、児童・生徒及び保護者であわせて 254名分を回収しました。配布・回収の詳細は

下表のとおりです。 

 

対象 配布数 回収数 回収率 

小学生高学年 95 名 42 名 44.2％ 

中学生 162 名 71 名 43.8％ 

高校生世代 203 名 56 名 27.6％ 

小学生・中学生の保護者 199 名 85 名 42.7％ 

 

① 現在の暮らしの経済的状況 

現在の暮らしの経済的状況について、「ゆとりがある」が 8.2％、「ややゆとりがある」は 11.8％

となっており、合わせてゆとりがあると回答した人は 20.0％となっています。一方、「やや苦しい」

が 25.9％、「苦しい」は 7.1％となっており、合わせて苦しいと回答した人は 33.0％となっていま

す。また、「普通」は 45.9％となっています。 

 

 

 

  

n=85（小中学生の保護者）

ゆとりがある
ややゆとりが

ある
普通 やや苦しい 苦しい 無回答

ゆとりがある計：20.0％ 苦しい計：33.0％

8.2 11.8 45.9 25.9 7.1 1.2 

（％）
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② 経済的な理由で経験したこと 

経済的な理由で経験したことについて、「趣味やレジャーに行けなかった」が 20.0％で最も多く、

次いで「生活費が不足して、親族や金融機関からお金を借りた」が 8.2％となっています。一方、

「特にない」は 58.8％となっています。 

 

 

 

③ ヤングケアラーの認知度 

ヤングケアラーという言葉について「聞いたことがあり、内容も知っている」と回答した方は

小学生で 21.4％、中学生で 23.9%、高校生で 51.8%となっており、年齢が高くなるにつれ認知度が

高くなっています。 

 

 

n=85（小中学生の保護者）

趣味やレジャーに行けなかった

生活費が不足して、親族や金融機関からお金を借りた

冠婚葬祭のつきあいができなかった

病院・歯科医院など医療機関の受診ができなかった

税金、国民健康保険料、国民年金の支払いが滞った

家族が必要な新しい衣服・靴を買えなかった

理髪店や美容院に行けなかった

家賃や住宅ローンの支払いができなかった

電話（固定・携帯）通信料の支払いができなかった

電気・ガス・水道料金の支払いができなかった

必要な食料品を買えなかった

給食費を滞納した

学校で使う体操服やノートなどの学用品が買えなかった

特にない

無回答

20.0 

8.2 

7.1 

7.1 

7.1 

5.9 

4.7 

3.5 

3.5 

2.4 

2.4 

1.2 

1.2 

58.8 

11.8 

（％）

（％）

聞いたことがあり、
内容も知っている

聞いたことはあるが、
よく知らない

聞いたことはない

21.4 

23.9 

51.8

21.4 

36.6 

30.4

57.1 

39.4 

17.9

小学生(n=42)

中学生(n=71)

高校生(n=56)
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④ お世話をしている家族の有無 

自分がお世話をしている家族が「いる」と回答した方の割合は、小学生で 7.1％（３人）、中学

生で 2.8％（２人）、高校生はいませんでした。 

 

⑤お世話の内容 

お世話をしていると回答した小学生（３人）においては、対象者は「兄弟姉妹」（２人）、「祖父」

（１人）、お世話をしている内容は「着替えやお風呂・トイレの手伝い等」「転ばないように、危

ないことをしないように見守る」が各々２人、誰と一緒にケアしているかについては、「母親」（３

人）、「父親」（２人）などとなっています。 

一方、お世話をしていると回答した中学生（２人）においては、対象者は「兄弟姉妹」（２人）、

お世話をしている内容は「兄弟姉妹のお世話、こども園や保育所への送り迎え」が２人、誰と一

緒にケアしているかについては、「母親」（２人）などとなっています。 

 

 

 

  

（％）

いる いない 無回答

7.1 

2.8 

92.9 

97.2 

98.2

1.8

小学生(n=42)

中学生(n=71)

高校生(n=56)

（人）

祖父 兄弟姉妹 着替えや
お風呂・ト
イレの手
伝い等

病院や買
い物に一
緒に行く、
手助けを
する

兄弟姉妹
のお世
話、こども
園や保育
所への送
り迎え

転ばない
ように、危
ないことを
しないよう
に見守る

話し相手
になった
り、困りご
とを聞い
たりする

薬を飲ん
だかどう
かを確か
める、１回
分の薬を
渡すなど
「薬の管
理」をする

父親 母親 祖母 祖父 兄弟姉妹

小学生(n=3) 1 2 2 1 2 1 1 2 3 1 1 1

中学生(n=2) 2 2 1 1 2 1

お世話をしている
対象者

お世話をしている内容 お世話を誰と一緒にケアをしているか
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４．枝幸町の現状とアンケート調査結果を踏まえた今後の方向性 

本町の現状とアンケート調査結果等を踏まえて、本町においては、以下のとおり３つの方向性

を掲げて子ども・子育て支援に取り組みます。 

 

（１）子育て支援を担う人材の確保及び育成について 

本町における女性の就業率においては、全国や北海道と比較しても高い状況となっており、45

歳以上の全ての年齢層で５年前の就業率を上回っています。女性の就業率が高くなることで、共

働き世帯が増加しており、子育てに対する保護者のニーズは多様化してきています。 

そうした中、国はこども未来戦略「加速化プラン」の「全てのこども・子育て世帯を対象とす

る支援の拡大」の１つの施策として、「乳児等通園支援事業」（こども誰でも通園制度）を創設し、

令和８年度から法律に基づいた新たな給付制度としてスタートすることとなります。 

このことから、多様な働き方やライフスタイルに対応した支援体制の構築が必要となり、制度

の開始に対応するための体制の構築や子育て支援を担う人員の資質の向上が、より一層重要とな

ります。 

枝幸町保育教諭修学資金貸付制度の活用や、保育現場における処遇改善及びＩＣＴ機器の更新

等を含めた労働環境の見直し等により、保育士をはじめとした保育人材の安定的な確保に努める

ほか、オンライン等を含めた各種研修への参加等による保育人材の質の向上、保護者の就労の有

無を問わない支援体制を構築するなど、質の高い教育・保育サービスの提供を行います。 

 

（２）子どもの遊び場の提供及び子育て施設の整備について 

就学前児童の保護者へのアンケート調査結果においては、子育てに重要だと思うこととして、

「乳幼児の遊び場（公園や児童館など）の整備」が重要視されており、特に５年前の調査時と比

較しても「乳幼児の遊び場（公園や児童館など）の整備」と回答した方の割合が高くなっている

ことから、乳幼児の遊び場を求めている保護者が多いことが考えられます。 

本町においては、りすのひろばのほか、北幸公園、桧垣公園をはじめとする公園などの遊び場

を活用し、楽しく安全に子ども達が遊ぶことができる遊び場を提供できるよう努めます。 

また、子どもの遊び場をはじめ、子育て施設の老朽化等に伴う計画的な整備については、上位

計画であるまちづくり計画で方向性を示した中で、関連施設となる町内小中学校や文化・体育施

設等の適正配置に係る動向を注視するほか、保育施設等長寿命化計画で示している整備方針等を

踏まえ、施設や機能の集約化を基本に、町の人口減少や少子化を見越した将来的な利用人数等に

見合ったかたちで、子育て施設の適正化を図っていきます。 
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（３）子育てに係る各種支援について 

就学前児童の保護者へのアンケート結果において、「乳幼児の遊び場（公園や児童館など）の整

備」に次いで、「小児医療体制の充実」、「子育てへの経済的支援の充実」と回答した方の割合が高

くなっており、子どもの健康を守るための医療体制の充実及び子育てにおける経済的な負担軽減

を求める声が多くなっています。 

現在、町では出張医による小児科の診療体制を維持しており、医療費についても北海道医療給

付事業の乳幼児等医療給付により、中学校就学前までの子どもを対象に自己負担軽減の助成を

行っています。 

医療費の無償化については、助成対象枠の拡大等を求める声もありますが、町では、子どもた

ちに何かあった際に受診できる体制の整備を最優先とし、子どもたちが安心して健やかに育って

いくための環境づくりを行っていきます。 

また、子育てにおける経済的な負担軽減については、国や北海道の補助金や交付金等を最大限

に活用した施策（児童手当、出産・子育て応援給付金、多子世帯保育料軽減支援など）を継続的

に実施していくほか、町の地域性等を考慮し、国の施策に町独自で上乗せした支援を行う施策（出

産交通費助成金、子ども子育て応援カード、各種予防接種等助成金など）についても、必要性や

費用対効果等の観点から、限りある財源の中で取捨選択を行うなど、十分に検討した中で施策の

展開を図っていきます。 
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第３章 計画の基本的な考え方 

１．基本理念 

「枝幸町子ども応援計画（第２期枝幸町子ども・子育て支援事業計画）」では、「新・枝幸町ま

ちづくり計画」における、豊かな自然を活かした活力ある産業の創造と、相互に支え合う生活の

構築、全ての人々が心から幸せを実感する理想郷を目指すという意味を込め、「子どもの幸せを優

しさがつつむ 北の理想郷」として子ども子育てに関する施策を推進してきました。 

「枝幸町子ども応援計画（第３期枝幸町子ども・子育て支援事業計画）」では、前回計画の考え

方を踏襲し、近年の国の子ども子育てをめぐる動向を踏まえて、以下のとおり基本理念を定めま

す。 

 

基本理念 

全ての子どもと子育て家庭が幸せに暮らす 北の理想郷 
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２．基本目標 

基本理念を受け、本計画における基本目標は次のとおりとします。 

（１）子どもを中心とするまちづくり 

こども基本法では「全てのこどもが、将来にわたって幸福な生活を送ることができる社会」の

実現を目指しており、子どもを中心としたまちづくりが求められています。 

将来の枝幸町を支えていく子どもの主体性を尊重し、子どもの意見を町の施策に反映していく

とともに、虐待、いじめ、暴力等から子どもを守るための体制づくりを進めます。 

 

（２）子どもの成長を支えるまちづくり 

子どもの健やかな成長のために、適切な教育・保育環境の提供や安心・安全な生活を確保し、

子どもの心身の成長や状況にあわせた多様な関わりの中で、必要となる支援が切れることがない

よう、質の高い教育・保育環境や多様な活動機会、世代間交流の機会等を提供します。 

 

（３）子育て家庭を支えるまちづくり 

子育てをする中で生じる不安や負担を解消するため、親と子どもの健康づくり、子育て施策の

充実、経済的支援など、子育て家庭に対する支援について、福祉・保健・医療・教育のそれぞれ

の分野と連携しながら推進します。 

 

（４）地域で子どもと子育て世帯を見守るまちづくり 

子どもの健やかな成長のためには、地域全体が子どもを支え育む意識を持ち、子どもや子育て

世帯との関わりを持つことが重要です。地域から充実した支援を受けられるよう、身近な地域で

の交流の機会や気軽に相談できる窓口の充実など、地域一体となって子どもと子育て世帯を支え

る体制を推進します。 

 

（５）配慮を必要とする子どもと子育て家庭を支えるまちづくり 

子どもの将来が生まれ育った家庭環境や成長環境によって左右されないよう、配慮を必要とす

る子どもと子育て家庭が抱える様々な課題に対して、適切な支援を行います。 
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３．施策体系 

 

基本 

理念 
基本目標 基本方針 

全
て
の
子
ど
も
と
子
育
て
家
庭
が
幸
せ
に
暮
ら
す 

北
の
理
想
郷 

基本目標１ 
子どもを中心とするまちづくり 

（１）子どもの主体性の尊重 

（２）いじめ・児童虐待の防止・対応 

基本目標２ 
子どもの成長を支えるまちづくり 

（１）保育サービスの質の向上 

（２）のびのびと育む教育の推進 

（３）放課後児童対策の充実 

（４）思春期保健の充実 

（５）人・自然・文化にふれあう子育て環境の整備 

基本目標３ 

子育て家庭を支えるまちづくり 

（１）心おだやかに妊娠・出産ができるための支援 

（２）乳幼児の健やかな成長支援 

（３）医療の充実 

（４）子育てに関する情報提供・相談体制の充実 

基本目標４ 

地域で子どもと子育て世帯を 

見守るまちづくり 

（１）子育て交流の促進 

（２）地域における子育て環境の強化 

（３）母親の地域活動への参加の促進 

（４）防災対策の推進と住環境の充実 

基本目標５ 

配慮を必要とする子どもと子育て

家庭を支えるまちづくり 

（１）障がい児、発育に心配のある児童への支援 

体制の充実 

（２）子どもの未来応援（子どもの貧困対策） 
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第４章 分野別施策の展開 

基本目標１ 子どもを中心とするまちづくり 

（１）子どもの主体性の尊重 

「児童の権利に関する条約」は、18歳未満の全ての者を「児童」と定義し、児童の人権の尊重、

保護の促進を目指したもので、本条約では、子どもが自身に影響を及ぼす全ての事項について意

見を表明する権利を保障しています。 

子どもが自らの意志を表明し、社会に積極的に関与していく経験を積むことは、将来、社会性

を身に付け、自立をしていくうえで、大きな役割を果たします。将来の枝幸町を支えていく子ど

もたちの自主的な活動を尊重し、意見を反映させながら、様々な施策を推進していく必要があり

ます。 

 

 

 

①子どもの自主性の尊重 

次世代の担い手である子どもたちが「子ども会活動」「スポーツ少年団活動」などの地域活動を

通じて自主性を確立できるよう、活動の推進を図ります。 

また、地域住民との交流が積極的に図られるよう、地域の清掃活動や子どもが主体となって実

施する各種活動の参加・運営を働きかけ、日常における継続的な活動の展開を推進します。 

 

 

  

施策の方向性 
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（２）いじめ・児童虐待の防止・対応 

いじめは、いじめを受けた児童生徒の心身の健全な成長や人格の形成に大きな影響を及ぼしま

す。また、深刻な場合、自ら大切な命に手をかけてしまうこともあります。このような事態を未

然に防ぐためには、いじめ防止対策推進法や自殺対策基本法に基づいた地域全体が一体となった

協力が必要不可欠であり、いじめを未然に防止する体制の確立が重要です。 

児童虐待は全国で対応件数が増加しているという報告もあり、本町においても同様のことが考

えられます。個々の状況に応じて、迅速で的確な対応を行うことが重要です。 

 

 

 

①いじめ悩み相談・連携体制の推進 

学校や家庭はもとより、子どもが利用する施設・機関・団体等が密に連携し、見守りや働きか

けを行います。また、警察等の機能を有する機関とも連携をとりながら、サイバーパトロールを

行い、啓発を強化します。 

 

②児童虐待防止対策の確立・強化（要保護児童対策地域協議会） 

要保護児童対策地域協議会の役割と機能を最大限に活用し、虐待の疑い・発見・通告等の情報

が提供されたとき、迅速かつ適切な対応ができるよう、日頃から、保育・教育機関・児童委員・

警察・児童相談所等の各関係部署との連携を図ります。また、要保護児童の絶対的安全の確保は

もちろん、家庭での養育態度の改善のための支援・方策を整え、継続した対応を実施します。 

なお、保育所や認定こども園に登所・通園する親子を対象とした「おやおや安心サポートシス

テム事業」の実施により、早期に支援を必要とする親子の把握に努め、虐待の防止に努めます。 

また、保護者が子育てに関する悩みや不安を話すことができる環境づくりを行い、養育意識の

向上を図る取組を強化します。 

 

 

  

施策の方向性 
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基本目標２ 子どもの成長を支えるまちづくり 

（１）保育サービスの質の向上 

保育所では、「子どもの最善の利益」を尊重し、地域性や保護者のニーズを考慮しながら、きめ

細やかな保育サービスの提供を継続しています。 

保護者の就労等により保育が一時的に困難な場合に保育する事業である、一時預かり事業（一

般型・余裕活用型）やファミリー・サポート・センター事業の充実に取り組んでいます。 

令和５年に開園した枝幸町認定こども園の適切な運営を図り、さらなる保育サービスの質の向

上に努める必要があります。 

 

 

 

①保育の充実 

保育を通じて、一人ひとりの子どもが心身ともに健康に育つよう、保護者と保育所が相互理解

を深められるよう連携に努めます。また、保育サービスの質の向上を目指し、保育士の育成を図

るとともに、保護者の就労形態の多様化に配慮し、枝幸町認定こども園において、「延長保育」の

実施を継続します。 

 

②認定こども園の運営 

令和５年に開設した枝幸町認定こども園において、教育及び保育を一体的に行うことで、子ど

もたちに質の高い幼児教育を提供し、子どもたちが健やかに成長できる環境づくりを進めます。 

 

③一時預かり事業の充実 

家庭での保育が一時的に困難な場合に、地域において安心して子育てができるよう、「乳幼児一

時預かり事業」（枝幸地域子育て支援センター）及び「余裕活用型一時預かり事業」（音標保育所）

について、今後も保護者や利用者のニーズに対応した事業の実施を継続します。 

 

④ファミリー・サポート・センターの充実 

育児の援助を受けたい会員と援助を行いたい会員との相互援助活動を支援し、地域における子

育て支援活動の活性化に努めます。また、会員同士の情報共有や交流の機会を設け、関係機関と

の連携を図ります。 

  

施策の方向性 
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（２）のびのびと育む教育の推進 

令和２年度に改訂された学習指導要領では、「知識及び技能」「思考力・判断力・表現力」「学び

に向かう力・人間性など」の３つの柱からなる資質・能力を総合的に育くむ力の育成を目指して

います。 

生成ＡＩの活用やデジタル教材の普及などによる技術革新により、社会の激しい変化は今後も

さらに進む見込みであることから、自分たちを取り巻く社会の課題に向き合い、解決する力を身

につけることができるような教育の充実に努める必要があります。 

 

 

 

①幼児期の教育の充実 

幼保小連携・接続推進リーダー活用事業の実施を行い、引継ぎやスタートカリキュラムを充実

させる、保育所、認定こども園及び小学校を繋ぐネットワークの円滑化を推進します。 

 

②心の教育の推進 

現代の子どもたちが抱える悩みや不安は多様化しており、子どもたちが安心して過ごせる環境

の整備が求められているため、子どもの教育に関する深い関心・理解を持った教育相談員の配置

を継続していきます。 

 

③不登校等への対応 

不登校の子どもについて、本人・家庭・学校等が個人の状況を確認しながら、児童委員・医療

機関・行政等の関係部署と情報を共有し、子どもが安心して学校に通える環境づくりを進めます。 

また、現在実施されている「ありのまま」（教育支援センター）において、子ども家庭支援員が

不登校を含めた家庭へ訪問するなど、アウトリーチ型の支援を行っていきます。 

 

④コミュニティスクールとしての学校づくり 

地域がつくる学校として、町民（社会教育委員が主体）がコミュニティスクール運営委員会に

入り、協議していく学校づくりを進めています。この取組を地域一丸で推進していきます。 

 

⑤図書館と読み聞かせの充実 

子どもたちが、放課後や休日に気軽に町立図書館を訪れ、読書や自主学習ができるよう、子ど

もの年齢に合わせた図書や学習室の充実に努めます。また、読み聞かせボランティアグループの

育成、支援に努め、絵本の読み聞かせや民話語りの機会を充実するとともに、保護者を対象とし

た読み聞かせを通じて、親子のふれあいを推奨します。 

施策の方向性 
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（３）放課後児童対策の充実 

近年、共働き世帯の増加により、児童が放課後や休校日を安全に過ごすことができる居場所づ

くりが必要とされており、放課後児童健全育成事業において、枝幸・歌登学童保育所を開設して

います。 

枝幸地区についてはこども家庭センター内に「りすのひろば」を設置しており、歌登地区につ

いても、令和７年４月より歌登保育所内に歌登こどもセンターを設置予定です。 

また、子どもたちの健全な遊び場の提供として、りすのひろばのほか、北幸公園、桧垣公園を

はじめとする公園などを設置しています。 

集団生活や遊びの活動を通して自主性を培うことができるよう、子どもたちの居場所づくりの

場の提供に努めます。 

 

 

 

①放課後児童健全育成事業の充実 

放課後または休校日に、仕事等により保護者が昼間家庭に不在となる児童のために、枝幸・歌

登学童保育所を開設しています。集団生活を通して子どもたちが心身ともに健やかに育成される

よう運営を継続します。 

今後も、枝幸・歌登地区に設置している放課後子ども教室と連携し、交流及び体験活動を継続

します。 

 

②放課後子ども教室推進事業の充実 

小学校の余裕教室等を活用して、子どもたちの安全・安心な活動拠点を確保し、様々な体験活

動を支援する事業を枝幸・歌登両地区で行っています。なお、枝幸地区「遊ＹＯＵ広場」及び歌

登地区「うたのぼり放課後ふらっとたまり場」の運営は地域ボランティアが携わり、学校・家庭・

地域の連携により活動を実施し、学童保育所との交流及び体験活動を実施していきます。 

また、市街地以外に居住しており、事業への参加が困難な子どもたちにも対応できるよう検討

していきます。 

 

③子どもの遊び場の充実 

りすのひろばや歌登こどもセンター、北幸公園や桧垣公園をはじめとする公園などにおいて、

今後も子どもたちが放課後や休日を楽しく安全に過ごすことができるよう、健全な遊び場の提供

と適切な維持管理に努めます。 

  

施策の方向性 
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（４）思春期保健の充実 

近年、インターネットやＳＮＳの普及により、子どもたちも様々な情報を容易に手に入れるこ

とができるようになった一方、「オンラインゲーム」「アダルト・出会い系サイト情報」「ＳＮＳに

よるトラブル」といったデジタルコンテンツに関する相談が増加傾向にあると報告されています。

これらのトラブルが起因となり、不登校、家庭内暴力、ストレスによる摂食障害など様々な心の

問題を引き起こしてしまうこともあります。 

また、「起立性調節障害」といった思春期に多くみられる症状や、「ゲーム依存症（ゲーム脳）」

など、本人だけでは対処しきれない新たな課題もみられるようになり、思春期における人間関係

の構築に関わる悩みなど、保健教育の充実が求められています。 

 

 

 

①思春期からのこころの健康づくり 

枝幸高校の協力により実施している自殺予防対策事業「思春期こころの健康講座」において、

逆境やストレスへの適応力を身に付けてもらうこと、助けを求めることの大切さを知ってもらう

ことで、思春期からの心の健康づくりに努めます。 

小・中学校ではメディアチェックやアウトメディアを実施して、子どもたちのメディア依存や

健康障害、命と心を守るために、関係機関との連携を図り、学校・家庭・地域が一体となった子

どもたちを見守る体制作りの構築に努めます。 

 

②変調を察知し、本人や家族も安心して生活できる環境づくり 

生活習慣が変化し、心や体に変調をきたす子どもを、身近な人が察知し、その対応について本

人や家族も安心して生活できる環境を整えていきます。 

 

  

施策の方向性 
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（５）人・自然・文化にふれあう子育て環境の整備 

感動する心、公正さを重んじる心、生命の大切さ、人権を尊重する心、思いやりの心、社会貢

献の精神、自立心、自己抑制力、責任感等を身に付けるため、今後も親子による世代間交流や町

内にある施設等の活用を図ることが重要です。 

 

 

 

①遊びと学びの場の整備 

りすのひろば、にじの森等の子育て関連施設について、引き続き、子どもの居場所を確保し、

子どもたちに対して遊び場や学び場として提供できるよう、施設の適正化及び機能集約等も踏ま

え、今後の在り方を検討していきます。 

 

②身近な公園の充実 

公園を親と子の触れ合いの場、子どもたちの友達関係づくりの場、地域住民の憩いの場として、

より良い利用ができるよう、公園の整備及び充実に努めます。 

 

③えさしの産業や自然環境とのふれあい促進 

本町の主産業である水産業や酪農業に触れる機会として、地引き網や乳搾り等の体験学習を通

して、子どもたちと枝幸の豊かな自然とのふれあいを推進していきます。 

 

④異なる年齢の仲間づくり 

子どもが少なくなってきている現状を踏まえ、これまでの子ども会の活動やジュニアリーダー

育成活動にとらわれることなく、実状にあわせた柔軟な取組を促していきます。 

 

⑤心と体の健康づくり 

スポーツによって子どもの運動能力の向上が図られるよう、多目的グラウンドの有効活用を推

進します。また、学校開放や各少年団、スポーツクラブへの協力、大会遠征時の町公用車貸出な

どの活動支援を継続していきます。 

 

  

施策の方向性 
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基本目標３ 子育て家庭を支えるまちづくり 

（１）心おだやかに妊娠・出産ができるための支援 

核家族化や少子化の進行に伴い、妊娠・子育て中の家庭におけるきめ細やかな相談支援の充実

が重要となります。また、妊娠期から正しい知識を獲得し、心身を支えるきめ細かな支援を行う

ことで、産後から育児期間はもちろん、生涯を通した健康づくりへもつながると考えます。その

ため、各関係機関が連携し、妊娠期から子育て期までの切れ目ない支援に努めることが必要です。 

 

 

 

①母子健康手帳の交付 

母子健康手帳の交付時には保健師、栄養士（初妊婦の場合）による保健指導を実施し、安心し

て出産・育児に臨めるようアドバイスを行っています。また、母体への負担が大きいハイリスク

妊娠への相談支援を充実させるとともに、母親学級への参加勧奨や妊娠中の禁煙・禁酒について

の支援を継続していきます。 

 

②妊産婦健康診査 

妊娠期間中は胎児の成長とともに妊婦の体にも変化がみられますが、経済的な事情等により必

要な妊産婦健診を受けずに飛び込みで出産をするケースが社会問題となっています。 

本町でも、国の基準に応じた妊産婦健診受診券票を発行しており、妊娠時はもちろん、主に産

後１ヶ月（必要時は産後２週間）で受診でき、また、町外で里帰り出産をされる方にも、同様の

サービスが受けられるよう整備しています。 

妊産婦健康診査を受診することで、母体と胎児の健康状態を確認するとともに、妊産婦健康診

査間の面談の実施や、町公式ＬＩＮＥを利用した支援など、妊娠中から産後まで切れ目なく受診

することで、その時の状況に応じた相談もしやすく、心身の支えになります。また、必要に応じ

て精密検査受診券票を発行し、母体や胎児の体調変化の早期発見に繋げます。 

 

  

施策の方向性 
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③母親（両親）学級の充実 

母親（両親）学級は、妊娠・出産期を安心して過ごせるよう、保健師、栄養士、歯科衛生士な

どによる保健講座と、妊婦同士の情報交換や友達づくりの場になるよう交流を大切にしたプログ

ラムで、年２回３日間を１クールとする学級形式で開催しています。その内１回は地域子育て支

援センターで開催することにより、初妊婦が同センターへ通うきっかけづくりとしています。 

育児のパートナーである父親に妊婦体験や沐浴練習をしてもらう等、父親参加の学級も併せて

開催しています。妊娠期から、子どもとのふれあいを目的としたブックスタートに取り組む機会

を設け、育児の具体的なイメージを持つことができる内容を取り入れています。 

初妊婦の全員出席を目指し、今後も参加の呼びかけに努め、就労中の妊婦や父親も参加しやす

い休日の開催も継続していきます。 

 

④妊婦訪問・相談 

母子健康手帳交付時や妊婦健診の受診状況等から、妊娠高血圧症候群（妊娠中毒症）などのリ

スクのある妊婦に対し、保健師や栄養士の訪問等による支援を行っています。さらに、経済的基

盤が確立していない未入籍による妊娠や若年妊娠、産後うつ、子どもに対する虐待等が懸念され

るハイリスク妊娠には、妊娠期より関係機関と連携し、支援を継続していきます。今後も、ハイ

リスク妊娠の把握に努め、訪問等による支援を行います。 

 

⑤出産交通費助成 

町外への受診、出産による妊産婦の負担の軽減のため、交通費の一部を助成しています。 

本制度の申請は、妊娠 32週から出生後２週間以内となっていますが、妊婦が用紙を取りに来な

くても済むように母子健康手帳発行時に申請用紙を全員に渡し、申請漏れがないよう支援を継続

していきます。 

また、里帰り出産などの事情により、申請手続きが困難な場合は事前の相談に応じ、今後も妊

産婦全員の申請を目指します。 

 

⑥不妊及び不育症治療費助成事業 

現在、子どもを望んでいる夫婦の 10組に１組は不妊と言われています。体外受精や顕微受精に

より子どもを授かることが可能であっても、治療費が高額であるために、通院や治療を諦めてし

まう場合もあります。 

保険適用されてもなお通院や治療に高額な医療費がかかるため、町では助成事業を継続してお

り、一般不妊治療や治療にかかる交通費助成も行っています。 

また、不育症治療も対象としており、今後も望まれる治療が継続できるよう事業の周知に努め

ます。 
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（２）乳幼児の健やかな成長支援 

小児生活習慣病発症を防ぎ、健康寿命を延伸するためには、幼児期から正しい生活習慣を身に

付けることが大切であり、特に心身の発達が著しい乳幼児期の健康管理が重要です。 

保護者等の生活習慣により、小児生活習慣病等を発症する要因が増加することのないよう、乳

幼児の健康管理とあわせて、保護者等の生活習慣の見直しを図る機会を提供することが重要です。 

 

 

 

①乳幼児健康診査・健康相談 

乳幼児の成長を保護者が確認し、安心して育児ができるよう１か月児、３～４か月児、６～７

か月児、１歳６か月児、３歳児を対象に健康診査を実施しています。また、１歳児、２歳児には

健康相談を、３～４か月児、１歳児健康相談対象児及び１歳６か月児健診対象児には栄養指導を

実施しています。今後は、国で推奨している５歳児健診の早期実施に向けて準備を進めます。 

各健診の受診率は 90～100％を維持していますが、都合により健診日に受診ができない場合には

個別に支援を継続していきます。 

また、幼い頃からのゲームやインターネットの利用が心配されています。乳幼児期におけるメ

ディアとの付き合い方や肥満予防も含めた年齢・発達状況に応じた遊びについて、各健診、健康

診断で伝えていきます。 

 

健康診査・健康相談実施時期 

 乳幼児健診 乳幼児健康相談 歯科相談 栄養指導 

１か月児 ○ ○   

３～４か月児 ○ ○  全員 

６～７か月児 ○ ○  随時 

１歳児  ○ ○ 全員 

１歳６か月児 ○ ○ ○ 全員 

２歳児  ○ ○ 随時 

３歳児 ○ ○ ○ 随時 

 

  

施策の方向性 
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②歯科保健 

妊娠期から学童期までのむし歯予防の必要性について、次のとおり対策に努めます。 

●母親学級 

妊娠期からのむし歯予防に関する意識向上のため、歯科衛生士による、むし歯予防講話の実

施を継続します。 

●６～７か月健診 

歯の萌出確認や生え始めのむし歯予防について保健指導の支援を継続します。 

●１歳児・２歳児健康相談 

歯科衛生士によるブラッシング指導、定期的な歯科健診及びフッ化物塗布の勧奨を継続しま

す。 

●３歳児健診 

乳歯のむし歯予防・のちに萌出する永久歯のむし歯予防についての関係資料を配付し、周知

に努めます。 

●幼児・学童期 

認定こども園や各保育所、小中学校と連携し、国・道が推奨するフッ化物洗口の継続や、小

中学校においては歯科衛生士によるブラッシング教室等を実施し、自ら永久歯のむし歯対策に

取り組むことができるよう努めます。 

 

③食育の推進・充実 

妊娠期から様々な体験を通して「食に関する知識」「食べることの楽しみ」を知ることにより正

しい食習慣を身につけてもらえるよう食育の推進・充実に努めます。また、離乳食教室・親子お

料理教室の実施を継続し、幼少期から食へ関心を持ち、正しい生活習慣を身につけるための支援

を行います。 

 

④産婦訪問・新生児訪問・産後ケア事業 

産後の母体は、急激なホルモンの変化や育児による疲労から産後うつなどを発症しやすいとい

われているため、保健師による産後４週間以内の産婦と新生児に対する家庭訪問を実施し、産後

うつのスクリーニングや養育に関する助言・支援を行っています。 

また、「新生児・妊産婦訪問事業」により、町内の子育て支援情報を提供するほか、妊娠期から

養育支援が継続して必要な妊婦においては、各関係機関と連携し支援を継続していきます。 

なお、家族が健やかな育児につなげられるよう産後ケア事業を継続して実施します。 

 

⑤家庭訪問の充実 

乳幼児健診や健康相談の結果に基づき、訪問による支援が必要と判断された場合、子どもの様

子や家族との関わりについて、担当保健師や栄養士による助言・指導を行います。また、産後う

つのスクリーニングの実施結果により、育児に不安を抱える家庭の早期発見及びケースに応じた

支援方法を、関係機関と情報共有するとともに連携を図ります。 
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⑥相談窓口の充実 

保護者が育児について気軽に相談できる環境を整備するため、保健師による来所・電話相談や、

地区のコミュニティセンターでの健康相談を実施しています。また、ＳＮＳアプリを活用した相

談事業により、育児について気軽に相談できる体制を構築しています。 

 

⑦虐待予防対策の充実 

子どもに対する虐待は、いのちに関わる問題であると同時に子どもの心に深い傷を残します。 

町には、子どもへの虐待の未然防止に努める責務があり、虐待防止の強化に力を入れなければ

なりません。そのため、母子健康手帳の交付時や新生児訪問などの各保健事業の場面において、

子どもへの虐待予防の視点から支援を行うほか、虐待の可能性があるケースやハイリスク者への

支援を継続し、各関係機関と連携をしていきます。 

 

⑧予防接種の推進 

予防接種の推進を図るためには、接種率の低下を防ぐための取組や、新生児訪問時に予防接種

について周知する必要があり、個別に接種状況を管理しています。 

また、乳幼児健診や健康相談で接種の勧奨を行い、接種のスケジュールについて相談を行いま

す。未就学児に対しての任意予防接種については、子育て支援予防接種助成事業としてクーポン

券を発行し、必要回数分は無料で接種できる体制を整えています。 

 

（３）医療の充実 

小児医療は、安心して子どもを産み、育てるための基盤となりますが、町内には出産施設が整っ

ていないだけでなく、小児科医の常駐がない状態が続いています。子どもの病気は、正確な診断

や即時的な対応、そして注意深く経過を見る必要があることから、小児救急医療体制を整備して

いく必要があります。さらに、小児救急に関する知識の普及啓発に努め、地域全体で小児救急を

支える仕組みづくりを整備する必要があります。 

 

 

 

①小児科医療の充実 

昨今、全国的に小児科医が不足している状況ではありますが、今後も本町における小児科医療

の体制整備に努めます。役場開庁時間内においては保健師による電話相談に応じるほか、新生児

訪問時には子どもの急病に関するリーフレットの配付、北海道小児科救急電話相談等の夜間や休

日にも相談できる窓口の紹介を行います。 

 

  

施策の方向性 
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（４）子育てに関する情報提供・相談体制の充実 

近年、出生数（率）の低下等による少子化が進行しています。世代間の交流や地域とのつなが

りが希薄化するなどの環境の変化により、子どもと子育て家庭が孤立する状況が見受けられ、子

育てに関する不安や負担を感じる保護者が増えていると考えられます。 

 

 

 

①地域子育て支援センターの充実 

枝幸地域子育て支援センター・歌登地域子育て支援センターでは、乳幼児と保護者が交流を行

う場として子育てに関する相談、情報提供、子育てサークル・ボランティアの育成を行っていま

す。地域で気軽に子育てについて相談し、交流を図ることができる行事を企画する等、活動内容

の充実に努めます。 

 

②こども家庭センターの充実 

令和６年に設置したこども家庭センターにおいて、妊娠期から子育て期にわたる切れ目ない支

援を行っています。 

今後も、様々な悩みや不安を抱える保護者に対して、多様な家庭環境にあわせた切れ目のない

一体的な支援を行えるよう努めていきます。 

 

  

施策の方向性 



第４章 分野別施策の展開 

44 

基本目標４ 地域で子どもと子育て世帯を見守るまちづくり 

（１）子育て交流の促進 

子どもの心身の健全育成は、子育て中の家庭のみならず、地域社会全体の協力が必要です。子

育て中の家庭に対する見守り体制の確立は、交流を重ねながら育む必要があります。 

 

 

 

①子育てサロンの場の提供 

認定こども園や保育所に通所していない、概ね３歳までの子どもの育児・健康に関する相談・

情報提供や、親子同士で気軽に集まる機会を設け、地域で仲間づくりができる場所を提供し、事

業に関する情報を発信していきます。 

 

②枝幸町青少年育成ネットワーク 

青少年を取り巻く環境が大きく変化するなか、家庭・学校・地域が一丸となって青少年を見守

り、育成することは地域全体の責務と考えます。本町の取組として「“明るくすこやかに”枝幸の

子どもを育てるＰＴＡ・町民のつどい」開催に関する講師の選定や運営、青少年育成ネットワー

クを中心とした有志・町内会による子どもたちの登下校時の「見守り活動」「学校授業参観」への

参加奨励の啓発を継続していきます。 

 

③子育て応援助成事業 

地域全体で子育て世帯を支える意識と、保護者が安心して子育てができる環境づくりの向上を

目的に、町と町内の商店等が協賛し、町内での買い物に応じた特典サービス「枝幸町子育て応援

カード」を発行しています。 

町内の商店等の地域への貢献や、地域で子育てを行う意識の広がりなどを踏まえて、今後も実

施内容や周知方法について検討していきます。 

 

  

施策の方向性 
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（２）地域における子育て環境の強化 

将来、親となる世代に、子どもを育てることの楽しさや、親としての成長の喜びを広く伝える

取組や、子育て環境の強化を行うことは、極めて重要であると考えられます。 

また、近年子どもが悲惨な事故や犯罪に巻き込まれる事件が報道されており、登下校時におけ

る総合的な防犯対策の強化と、地域に限定されないコミュニケーションツールを使用した防犯対

策の強化が必要であると考えます。 

 

 

 

①多世代交流の推進と地域コミュニティ活動の推進 

町民に対して、地域の行事や祭りへの参加を積極的に呼びかけ、世代を問わず交流できる場の

提供に努めます。 

 

②世代間交流の充実 

地域における教育力の再活性化においては、世代間交流により地域課題に向き合うことが重要

です。今後も世代間交流を充実させるため、若年層におけるコミュニケーション等の自己表現力

を高めるための取組について検討していきます。 

 

③民生委員・児童委員との連携強化 

地域における身近な相談窓口であり、悩みを持つ町民と専門機関等をつなぐ役割を担う民生委

員・児童委員の活動について、積極的な啓発普及を継続し活動の支援に努めます。 

 

④見守り体制の推進 

枝幸町ＰＴＡ連合会、枝幸町地域安全協会、枝幸警察署と連携し、地域における防犯運動を推

進します。また、子どもが登下校時などに危険を感じた場合に避難ができる「子ども 110 番の家」

の普及・啓発に努めます。 

 

  

施策の方向性 
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（３）母親の地域活動への参加の促進 

子育て中の親子が気軽に参加できる文化・社会活動の機会を増やし、子育ての喜びを享受でき

る環境づくりを進める必要があります。 

 

 

 

①男女共同参画の推進 

女性の社会参画機会の確保に努め、男女共同参画に対する環境の整備を推進します。また、各

関係団体と連携し、女性の就労機会が拡充されるよう積極的な啓発活動に努めます。 

 

②生涯学習の充実 

子どもの発達段階に応じた、家庭教育に関する学習機会の提供に努めます。家庭教育学級のプ

ログラムの策定支援を行い、保護者同士の学習機会の充実を図ります。多くの保護者が参加する

講演会、ＰＴＡの会合等の開催時には参加対象者の実情に合わせた日程・時間帯・託児サービス

を実施し、参加勧奨に繋げられるよう支援を継続していきます。 

 

（４）防災対策の推進と住環境の充実 

公共施設に関する安全性や利便性の向上には、人口構成・地域や住民ニーズを十分に考慮する

ことが重要である一方、既存の施設は経年劣化による老朽化を順次迎えることとなり長期的な財

政支出の削減を図る対策が大きな課題となっています。 

子育て世代が安心して住むことができるまちづくりの構築に向けた検討や防災教育の充実に努

める必要があります。 

 

 

 

①子どもに配慮した防災対策の推進 

災害発生時に子どもたちが正しい知識に基づいた行動ができるよう、各学校・保育施設等での

防災訓練を実施し、防災教育の充実を図ります。 

 

②良質な公営住宅の供給 

公営住宅等の適切な維持管理、住環境の整備、空き家バンク制度等を活用して、子育て世代が

安定した住宅の供給を受けることができるよう、今後も情報提供の充実に努めます。  

施策の方向性 

施策の方向性 
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基本目標５ 配慮を必要とする子どもと子育て家庭を支えるまちづくり 

（１）障がい児、発育に心配のある児童への支援体制の充実 

新生児訪問、乳幼児健診、健康相談等において、障がい等の早期発見に努め、必要に応じて療

育、障がい児保育、福祉サービス等の各種支援の提供を継続しています。また、南宗谷子ども通

園センターでは、発達に不安がある子どもが適切な療育指導を受けることができるよう、各関係

機関と連携し乳幼児期からの療育の確保に努める必要があります。 

 

 

 

①新生児聴覚スクリーニング検査費用の助成 

生後６か月未満の乳児が聴覚スクリーニング検査を受診することにより、療育が必要な子ども

が早期に適切な治療を受けられるよう、検査費用を助成し、経済的負担軽減の一助とします。 

 

②早期療育の場の整備 

発達に不安がある子どもや、障がいのある子どもに対して、早期より子どもの発達段階に応じ

た支援を行うことが重要なことから、南宗谷子ども通園センターにおいて、個人の発達や状況に

応じたきめ細かな療育指導を行っています。 

 

③障がい児（者）福祉サービスの充実 

日常生活用具や補装具の給付、ホームヘルプサービス、短期入所事業、特別児童扶養手当等の

各種経済的支援制度の周知に努め、ノーマライゼーションの理念のもと、障がい児（者）の健全

な発達の支援のため、地域が一体となり、障がい児や、家族を温かく見守る環境づくりを推進し

ます。 

 

④障がい児保育の充実と支援 

保育所、地域子育て支援センター、学童保育所等において、障がいや発達に不安や遅れがある

子どもを可能な限り受入れ、子どもが心豊かにいきいきと生活できるような環境づくりに努めま

す。また、保育士・指導員が障がい児保育及び発達支援に関する知識習得の機会を拡充し、保護

者の不安軽減・解消に役立てます。 

  

施策の方向性 
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⑤特別支援教育の推進 

特別支援教育コーディネーター等を中心に、教職員の特別支援教育に対する理解の促進に努め、

特別支援学校の協力を得ながら、児童・生徒一人ひとりの能力や個性に応じた特別支援教育を推

進します。支援が必要な全ての子どもに対して、教育指導面の「個別の指導計画」、福祉・医療等

との連携計画である「個別の教育支援計画」、進路指導と卒業後のフォローについての「個別移行

支援計画」を三位一体で作成し、多面的な支援を図ります。 

また、学校施設のバリアフリー化・安全対策・情報学習機材の充実に努めます。 

 

（２）子どもの未来応援 （子どもの貧困対策） 

国民生活基礎調査において、子どもの貧困率の推移が報告され、令和３年の値は 11.5％となっ

ており、減少傾向にあります。一方、ひとり親世帯の貧困率が 44.5％と報告されていることから、

両親世帯と比較すると、経済的に困窮している世帯が多いことが見受けられます。 

保育・教育機関、行政、児童委員等が連携し、子どもたちの将来が生まれ育った環境により左

右されることがないよう、子どもたちが健やかに成長できる環境を整備するとともに、「こどもの

貧困の解消に向けた対策の推進に関する法律」等に鑑みた方策が必要です。 

本町では国や道の制度に基づき、児童手当、乳幼児等医療費助成を実施し、独自の施策として

出産交通費助成等の子育て家庭の経済的負担の軽減に努めています。 

なお、ニーズ調査結果からは子育てをしやすいまちづくりのために重要だと思う経済的支援と

して、「乳幼児医療費の助成の中学生までの延長」が 86.5％、「子育て応援カードの充実」が 48.3％

となっており、さらなる充実が求められています。 

 

 

 

①各種手当の充実 

児童の生活の安定を目的に、出産・子育て応援給付金・児童手当の交付、乳幼児等医療費助成を継

続して行います。 

 

②多子軽減支援の充実 

同一世帯から複数の児童が、同時期に保育所等を利用する場合、児童（弟・妹）の保育料の減

免を行っています。また、道補助金による多子世帯の保育料軽減支援事業（一定の条件有り）を

実施することにより、子育てに伴う経済的負担の軽減に努めます。 

 

③ひとり親家庭に対する経済的支援 

ひとり親家庭に対して児童扶養手当の進達事務等を行うほか、保育料等の減免（一定の条件有

り）、ひとり親家庭等医療費助成事業により、経済的負担の軽減に努めます。  

施策の方向性 
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第５章 子ども・子育て支援サービスの量の 

見込みと確保方策 

１．教育・保育提供区域の設定 

子ども・子育て支援事業計画では、地理的条件、人口、交通事情、その他の社会的条件、教育・

保育を提供するための施設の整備状況、その他の条件を総合的に勘案し、需要の指標となる量の

見込み・確保策を「教育・保育提供区域」ごとに設定することが「子ども・子育て支援法」に定

められています。 

教育・保育提供区域は、事業計画としての事業資源の配置バランス上の枠組みであり、サービ

スの確保に向けた需給調整の区域です。 

保育所は音標・歌登地区の２か所で、子育て支援施設、放課後児童クラブ（学童保育所）は、

枝幸・歌登地区の２か所にそれぞれ設置しており、その他は町全体でサービスを実施しています。 

なお、令和５年に枝幸町認定こども園を開設しており、町内全域で柔軟な需給体制を確保する

ため、教育・保育提供区域を全町１地区と設定します。 

 

施設名 現在のサービスの状況 

認定こども園 枝幸町認定こども園 

保育所 音標保育所（認可保育所）、歌登保育所（へき地保育所） 

子育て支援に関する施設 
こども家庭センター、枝幸地域子育て支援センター、歌登地域子育

て支援センター、子育てサポート拠点施設「にじの森」 

放課後児童クラブ（学童保育） 枝幸学童保育所（枝幸小学校内）、歌登学童保育所（歌登保育所内） 
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２．教育・保育の量の見込みと確保方策 

教育・保育の量の見込みについては、就学前児童を対象としたアンケート調査の結果をもとに、

国が示す「市町村子ども・子育て支援事業計画における「量の見込み」の算出等の考え方」から

算出された量の見込みに対して、計画年度における確保の方策を設定します。 

なお、国が示す算出方法に従って量の見込みを計算すると、利用実績と大きくかけ離れている

と判断されたものは、利用実績をもとに補正を行っています。 

 

令和７（2025）年度 

（単位：人） 

区分 １号認定 
２号認定 ３号認定 

３歳～ ０歳 １歳 ２歳 

量の見込み 21 73 4 15 25 

確

保

方

策 

特定教育・保育施設 25 100 10 15 25 

へき地保育所 24 - - 6 

合計 149 10 15 31 

 

令和８（2026）年度 

（単位：人） 

区分 １号認定 
２号認定 ３号認定 

３歳～ ０歳 １歳 ２歳 

量の見込み 23 79 4 14 21 

確

保

方

策 

特定教育・保育施設 25 100 10 15 25 

へき地保育所 24 - - 6 

合計 149 10 15 31 

 

令和９（2027）年度 

（単位：人） 

区分 １号認定 
２号認定 ３号認定 

３歳～ ０歳 １歳 ２歳 

量の見込み 22 78 4 15 20 

確

保

方

策 

特定教育・保育施設 25 100 10 15 25 

へき地保育所 24 - - 6 

合計 149 10 15 31 
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令和 10（2028）年度 

（単位：人） 

区分 １号認定 
２号認定 ３号認定 

３歳～ ０歳 １歳 ２歳 

量の見込み 23 79 4 14 21 

確

保

方

策 

特定教育・保育施設 25 100 10 15 25 

へき地保育所 24 - - 6 

合計 149 10 15 31 

 

令和 11（2029）年度 

（単位：人） 

区分 １号認定 
２号認定 ３号認定 

３歳～ ０歳 １歳 ２歳 

量の見込み 21 75 3 13 20 

確

保

方

策 

特定教育・保育施設 25 100 10 15 25 

へき地保育所 24 - - 6 

合計 149 10 15 31 

 

■今後の方向性 

保育所２施設、認定こども園１施設において、幼児期における教育・保育を実施し、利用希望

に対応した実施体制を確保します。 

今後も待機児童が発生しないよう、利用実績や利用希望の状況を把握し、町外の教育・保育施

設との連携など、適切な保育サービスの充実に努めます。 
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３．乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）の量の見込み 

及び確保方策 

子ども・子育て支援法等の一部を改正する法律が施行され、現行の教育・保育給付に加え、全

ての子育て世帯において、子どもが家庭とは異なる経験や家族以外の人と関わる機会を設けるこ

と、および孤立感や不安感を抱える保護者の負担感を軽減することを目的に、保育所などに通っ

ていない０歳６か月から満３歳未満のこどもを対象とした、月一定時間までの利用可能枠の中で、

就労要件を問わず時間単位などで柔軟な利用が可能な「乳児等のための支援給付（こども誰でも

通園制度）」が新たに創設され、令和８年度から給付化されます。 

市町村は、教育・保育給付と同様に、子ども・子育て支援事業計画において、乳児等通園支援

に係る「量の見込み」と「確保方策」を定める必要があります。 

 

【量の見込み及び確保方策】 

  単位 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

０歳 
量の見込み 

人日  

１ １ １ １ 

確保方策 １ １ １ １ 

１歳 
量の見込み ２ ２ ２ ２ 

確保方策 ２ ２ ２ ２ 

２歳 
量の見込み ２ ２ ２ ２ 

確保方策 ２ ２ ２ ２ 

 

【今後の方向性】 

本町においては、事業の実施の見込みがたっていませんが、令和８年度以降の実施に向けて、

国の動向や今後の住民のニーズに応じて、事業の提供方法や体制について検討していきます。 
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４．地域子ども・子育て支援事業の量の見込みと確保方策 

地域子ども・子育て支援事業については、就学前児童を対象としたアンケート調査の結果をも

とに、国が示す「市町村子ども・子育て支援事業計画における「量の見込み」の算出等の考え方」

から算出された量の見込みに対して、計画年度における確保の方策を設定します。 

なお、国が示す算出方法に従って量の見込みを計算すると、利用実績と大きくかけ離れている

と判断されたものは、利用実績をもとに補正を行っています。 

 

（１）利用者支援事業 

【事業概要】 

子どもやその保護者、または妊娠している人が、多様な教育・保育施設、地域の子育て支援事

業等を円滑に利用することができるよう身近な場所で情報提供をし、必要に応じて相談・助言を

行うとともに、関係機関との連絡調整などを実施する事業です。 

枝幸・歌登地域子育て支援センター、各保育所、役場等を窓口とした情報提供を行うとともに

関係機関が連携し、子育て支援に努めています。 

また、こども家庭センターを令和６年に設置し、こども家庭支援員および相談員の設置により、

子育て世帯の家庭的な問題も含め、町内全域を対象に個別のサポートを行っているほか、教育委

員会と連携し、各小中学校や高校も対象に、困りごとのある子どものサポートを行っています。 

 

【第２期計画期間の実績】 

 単位 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

実績値 か所 0 0 0 0 １ 

 

【量の見込み及び確保方策】 

 単位 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

量の見込み か所 1 1 1 1 1 

確保方策 か所 1 1 1 1 1 

 

【今後の方向性】 

各機関を活用して、利用を希望する方へ相談・助言を行います。 
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（２）地域子育て支援拠点事業 

【事業概要】 

乳幼児のいる子育て中の親子の交流や育児相談、情報提供等を身近な場所で実施する事業です。 

枝幸地域子育て支援センター、歌登地域子育て支援センターの町内２か所で実施をしています。

また、出張子育て支援センターとして、音標保育所で開催の地域開放に合わせて「おでかけつく

しんぼ」を開催しています。 

 

【現状及び第２期計画期間の実績】 

名称 所在地 開所時間 

枝幸地域子育て支援センター 三笠町 
月曜日～金曜日（9:00～17:00） 

土曜日（9:00～12:00） 

歌登地域子育て支援センター 歌登南町 月曜日～金曜日（9:00～17:00） 

 

 単位 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

実績値 人／年 6,632 5,300 3,782 3,997 2,479 

※令和６年度は 11 月末現在の数値 

【量の見込み及び確保方策】 

 単位 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

量の見込み 人／年 3,410 3,441 3,394 3,379 3,194 

確保方策 人／年 3,410 3,441 3,394 3,379 3,194 

確保方策 か所 2 2 2 2 2 

 

【今後の方向性】 

現状の体制を維持するとともに、利用者のニーズを踏まえた内容の充実に努めます。 
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（３）妊婦健康診査 

【事業概要】 

妊娠週数に応じた検査項目で健診と超音波検査の費用の助成を行う事業です。 

検査については道内の医療機関に委託し、町では費用の助成を行っています。 

 

【第２期計画期間の実績】 

 単位 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

実績値 回／年 532 492 501 433 255 

  ※令和６年度は 11 月末現在の数値 

 

【量の見込み及び確保方策】 

 単位 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

量の見込み 回／年 363 383 363 344 325 

確保方策 回／年 363 383 363 344 325 

 

【今後の方向性】 

現状の体制を維持します。 

 

（４）乳児家庭全戸訪問事業 

【事業概要】 

生後４か月までの乳児のいる全ての家庭を訪問し、子育て支援に関する情報提供や養育環境等

の把握を行う事業です。 

保健福祉課（保健予防係）により、新生児・妊産婦訪問事業を兼ねて実施しています。 

 

【第２期計画期間の実績】 

 単位 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

実績値 件／年 46 32 43 35 26 

※令和６年度は 11 月末現在の数値 

 

【量の見込み及び確保方策】 

 単位 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

量の見込み 件／年 37 39 37 35 33 

確保方策 件／年 37 39 37 35 33 

 

【今後の方向性】 

現状の体制を維持し、子どもが生まれた全家庭への実施に努めます。  
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（５）養育支援訪問事業 

【事業概要】 

養育支援が特に必要な家庭を訪問して、保護者の育児、家事等の養育能力を向上させるための

相談支援や、育児・家事援助等を行う事業です。 

妊娠期から養育支援が必要な妊婦においては、関係各課、関係機関で連携を密にし、支援を継

続することで対応をしています。 

 

【第２期計画期間の実績】 

 単位 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

実績値 件／年 9 6 15 7 5 

 

【量の見込み及び確保方策】 

 単位 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

量の見込み 件／年 5 5 4 4 4 

確保方策 件／年 5 5 4 4 4 

 

【今後の方向性】 

現状の体制を維持し、関係各課、関係機関で連携を密にした対応に努めます。 

 

（６）子育て短期支援事業 

【事業概要】 

保護者の疾病等の理由により家庭において養育を受けることが一時的に困難となった児童につ

いて、児童養護施設等に入所させ、必要な保護を行う事業です。短期入所生活援助（ショートス

テイ）事業と夜間養護等（トワイライトステイ）事業があります。 

本町では事業の実施はありません。 

 

【今後の方向性】 

乳児家庭全戸訪問事業等の個々の家庭の状況を把握する中で、対応が必要なケースが生じた場

合、方策を検討していきます。 
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（７）ファミリー・サポート・センター事業 

【事業概要】 

育児の援助を受けたい人と援助を行いたい人との相互援助活動に関する連絡、調整を行う事業

です。 

 

【第２期計画期間の実績】 

 単位 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

実績値 人日 176 187 352 435 167 

※令和６年度は 11 月末現在の数値 

【量の見込み及び確保方策】 

 単位 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

量の見込み 人日 258 234 235 220 212 

確保方策 人日 258 234 235 220 212 

 

【今後の方向性】 

現状の体制を維持します。 
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（８－１）認定こども園における預かり保育 

【事業概要】 

枝幸町認定こども園における通常の教育時間後や、長期休業期間中などに、希望する在園児を

対象に保育を行う事業です。 

 

【第２期計画期間の実績】 

 単位 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

実績値 人／年 － － － 127 197 

※令和６年度は 11 月末現在の数値 

【量の見込み及び確保方策】 

 単位 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

量の見込み 人／年 237 256 254 256 242 

確保方策 人／年 237 256 254 256 242 

 

【今後の方向性】 

現状の体制を維持し、保護者の希望に沿った支援を提供していきます。 

 

 

（８－２）一時預かり事業 

【事業概要】 

一時預かり事業は、保護者の就労等により保育が一時的に困難な場合となる乳幼児に対して実

施施設において保育する事業で、「乳幼児一時預かり事業」（枝幸地域子育て支援センター）と「余

裕活用型一時預かり事業」（音標保育所）を実施しています。  

なお、乳幼児一時預かり事業の実施定数は、一日当たり３人です。 

 

【第２期計画期間の実績】 

 単位 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

実績値 人／年 339 354 264 277 190 

※令和６年度は 11 月末現在の数値 

【量の見込み及び確保方策】 

 単位 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

量の見込み 人／年 261 264 260 259 245 

確保方策 人／年 261 264 260 259 245 

 

【今後の方向性】 

現状の体制を維持し、質の充実に努めます。 
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（９）延長保育事業 

【事業概要】 

通常の開所時間を超えて保育時間の延長を行う事業です。 

枝幸町認定こども園において、18:00～18:30 の時間帯で延長保育を実施しています。 

 

【第２期計画期間の実績】 

 単位 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

実績値 人／年 2 68 35 71 62 

※Ｒ６年度は 11 月末現在の数値 

【量の見込み及び確保方策】 

 単位 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

量の見込み 人／年 85 86 85 85 80 

確保方策 
人／年 85 86 85 85 80 

カ所 ２ ２ ２ ２ ２ 

 

【今後の方向性】 

現状の体制を維持し、保護者の希望に沿った支援を提供していきます。 

 

（10）病児・病後児保育事業 

【事業概要】 

子どもが発熱等の急な病気となった場合、病院・保育所等に付設された専用スペース等におい

て看護師等が一時的に保育する事業、及び保育中に体調不良となった児童を保育所の医務室等に

おいて看護師等が緊急的な対応を行う事業です。 

本町では事業の実施はありません。 

 

【今後の方向性】 

町内のみで体制を確保することは難しいため、病児・病後児の保育について、個別に対応でき

るような方策を検討していきます。 
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（11）放課後児童健全育成事業（学童保育） 

【事業概要】 

放課後または休校日に労働等によって保護者が昼間家庭を留守となる児童に対して、集団生活

を通して子どもたちが安全に心身ともに健やかに育成されるよう実施している事業です。 

放課後児童健全育成事業（学童保育）については、枝幸学童保育所と歌登学童保育所の２か所

で実施しており、各学校における放課後子ども教室と連携しています。 

 

【現状及び第２期計画期間の実績】 

名称 所在地 開所時間（平日） 開所時間（土曜） 振替休業/長期休暇 

枝幸学童保育所 新栄町 下校時～17:30 8:30～17:30 8:30～17:30 

歌登学童保育所 歌登南町 下校時～17:30 8:30～17:30 8:30～17:30 

 

学童保育所学年別利用者数 

 単位 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

１年生 人／年 32 16 20 11 17 

２年生 人／年 9 27 16 16 13 

３年生 人／年 8 7 17 6 11 

４年生 人／年 2 3 5 7 5 

５年生 人／年 0 1 1 1 4 

６年生 人／年 1 0 0 1 1 

合計 人／年 52 54 59 42 51 

（各年４月１日） 

 

【量の見込み及び確保方策】 

 単位 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

１年生 人／年 24 15 16 14 18 

２年生 人／年 11 15 10 10 9 

３年生 人／年 12 9 13 8 9 

４年生 人／年 7 7 5 8 5 

５年生 人／年 3 4 4 3 4 

６年生 人／年 1 1 1 1 1 

推計合計 58 51 49 44 46 

確保方策 人／年 90 90 90 90 90 

 

【今後の方向性】 

現状の体制を維持し、質の充実に努めます。 
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（12）実費徴収に係る補足給付を行う事業 

【事業概要】 

保護者の世帯所得の状況等を勘案して、特定教育・保育施設等に対して保護者が支払うべき日

用品、文房具その他の教育・保育に必要な物品の購入に要する費用又は行事への参加に要する費

用等を助成する事業です。 

本町では事業の実施はありません。 

 

【今後の方向性】 

必要に応じて、事業の実施を検討していきます。 

 

（13）多様な主体が本制度に参入することを促進するための事業 

【事業概要】 

特定教育・保育施設等への民間事業者の参入の促進に関する調査研究その他多様な事業者の能

力を活用した特定教育・保育施設等の設置又は運営を促進するための事業です。 

本町では事業の実施はありません。 

 

【今後の方向性】 

必要に応じて、事業の実施を検討していきます。 

 

（14）子育て世帯訪問支援事業 

【事業概要】 

要支援児童の保護者等に対し、その居宅において、子育てに関する情報の提供並びに家事及び

養育に係る援助その他の必要な支援を行う事業です。 

本町では事業の実施はありません。 

 

【今後の方向性】 

必要に応じて、事業の実施を検討していきます。 
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（15）児童育成支援拠点事業 

【事業概要】 

養育環境等に関する課題を抱える児童について、当該児童に生活の場を与えるための場所を開

設し、情報の提供、相談及び関係機関との連絡調整を行うとともに、必要に応じて当該児童の保

護者に対し、情報の提供、相談及び助言その他の必要な支援を行う事業です。 

本町では事業の実施はありません。 

 

【今後の方向性】 

必要に応じて、事業の実施を検討していきます。 

 

（16）親子関係形成支援事業 

【事業概要】 

親子間における適切な関係性の構築を目的として、児童及びその保護者に対し、当該児童の心

身の発達の状況等に応じた情報の提供、相談及び助言その他の必要な支援を行う事業です。 

本町では事業の実施はありません。 

 

【今後の方向性】 

必要に応じて、事業の実施を検討していきます。 

 

（17）妊婦等包括相談支援事業 

【事業概要】 

妊婦・その配偶者等に対して面談等により情報提供や相談等（伴走型相談支援）を行う事業で

す。 

【量の見込み及び確保方策】 

 単位 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

量の見込み 

（妊娠届出数） 
件 38  40  38  36  34  

量の見込み 

（面談回数） 
回／組 3 3 3 3 3 

確保方策 回／年 114 120 114 108 102 

 

【今後の方向性】 

妊産婦等に対する相談支援事業を実施し、妊娠期から子育て期までの切れ目のない伴走型支援

の充実を図ります。 
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（18）産後ケア事業 

【事業概要】 

出産後１年以内の母子に対して、助産師等の専門職が心身のケアや育児サポート等の支援を行

う事業です。 

 

【量の見込み及び確保方策】 

 単位 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

量の見込み 人／年 98 56 56 56 56 

確保方策 人／年 98 56 56 56 56 

 

【今後の方向性】 

出産後１年以内の希望する全ての母子に対して、必要な支援を行います。 

 

５．教育・保育の一体的提供及び推進体制の確保 

（１）認定こども園の普及及び推進  

枝幸町認定こども園の適切な運営管理を行うことで、現行の体制を確保しつつ、必要に応じた

柔軟な対応を行います。  

 

（２）質の高い教育・保育の一体的な提供  

質の高い教育・保育及び子育て支援を提供するために、乳幼児期から児童期の教育・保育に携

わる職員に対して、研修等を実施します。  

また、認定こども園教諭、保育士と小学校教員が連携し、子ども一人ひとりにとって最善の利

益となることを目指し、幼・保・小の連携を強化します。  

 

（３）こども家庭センターの役割 

こども家庭センターでは、母子保健・児童福祉の両機能の連携・協働により、虐待等への予防

的な対応として、保護者の方々やこども自身が身近に相談でき、必要時には、個々のサポートプ

ランを作成し、それに基づき様々な支援や関係機関へつなげていくための取組を行っています。 

また、同建物内の教育支援センターや南宗谷子ども通園センター、近接する子育て施設である、

子育て拠点施設にじの森、認定こども園、子育て支援センター等で形成される「子育てエリア」

による情報交換や連携により、児童、保護者への適切な支援を行っていきます。 
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第６章 計画の推進体制 

１．計画の推進にあたっての役割分担と連携 

本計画における多くの事業は、福祉、保健・医療、教育、雇用、生活環境等の幅広い分野にわ

たっているため、推進にあたっては、庁内関係各課、関係機関、団体、企業等と連携しながら、

地域全体の取組として、総合的かつ効果的な推進を図ります。 

関係主体それぞれの役割分担は、下記のとおりとします。 

 

枝幸町 

子どもの健やかな成長のために適切な環境が等しく確保されるよう、子ども及びその保護者に

必要な子ども・子育て支援給付及び地域子育て支援事業を総合的かつ計画的に行います。 

子ども及びその保護者が、確実に子ども・子育て支援給付を受け、地域子ども・子育て支援事

業その他の子ども子育て支援を円滑に利用するために必要な援助を行うとともに、関係機関との

連絡調整その他の便宜の提供を行います。 

子ども及びその保護者が置かれている環境に応じて、子どもの保護者の選択に基づき、多様な

施設又は事業者から、良質かつ適切な教育及び保育その他の子ども・子育て支援が総合的かつ効

率的に提供されるよう、その提供体制を確保します。 

 

北海道 

法に基づく事業が適正かつ円滑に行われるよう、市町村に対し、必要な助言及び適切な援助を

行います。特に専門性の高い施策及び市町村の区域を超えた広域的な対応が必要な施策を講じま

す。 

 

国 

法に基づく事業が適正かつ円滑に行われるよう、必要な措置を講じます。 

 

事業主 

雇用する労働者に係る多様な労働条件と、労働者の職業生活と家庭生活との両立が図られる雇

用環境を整備します。国または北海道や本町が講ずる子ども・子育て支援へ協力します。 

 

町民（ＮＰＯ等含む） 

子ども・子育て支援の重要性に対する関心と理解を深めるとともに、国または北海道や本町が

講ずる子ども・子育て支援へ協力します。 
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２．計画の進行管理 

本計画の策定に向けては、学識経験者、子育ての当事者や支援者、保育・教育関係者等から構

成される「子ども・子育て会議」を設置し、計画案の検討を進めました。 

本会議は子ども・子育て支援施策の総合的・計画的な推進に関して必要な事項や施策の実施状

況を調査・審議する場に位置付けられています。そのため、計画策定後も、計画における実施状

況や評価については、「子ども・子育て会議」で審議を行います。 

また、本計画の施策・事業の実施にあたっては、国や道等の関係機関との情報交換、連携を強

化するとともに、今後の社会・経済情勢の変化に的確かつ柔軟に対応しながら、限られた財源の

中で必要な施策・事業を、可能な限り着実に推進するよう努めます。 

このため、以下のようなＰＤＣＡサイクル（計画・実行・評価・改善）に基づき、計画の実施

状況について定期的な点検を行うとともに、その後の対策については、住民の意見を反映させな

がら検討を行い、必要に応じて変更等の措置を講じるよう努めていきます。 

 

 

 

 

  
Plan

（計画）

Do
（実行）

Check
（評価）

Act
（改善）
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資料編 

１．計画の策定経過 

年月 内容 

令和５年 12 月 
「第３期子ども・子育て支援事業計画策定のためのニーズ調査」「子どもの貧

困対策調査」「ヤングケアラー実態調査」実施 

令和６年３月 
「第３期子ども・子育て支援事業計画策定のためのニーズ調査」「子どもの貧

困対策調査」「ヤングケアラー実態調査」集計 

令和６年７月～ 

令和６年 12 月 

「枝幸町第３期子ども・子育て支援事業計画」に関する計画骨子案、量の見

込み、確保方策検討 

令和６年 11 月～ 

令和７年１月 
「枝幸町第３期子ども・子育て支援事業計画」計画書素案作成 

令和７年２月 第１回枝幸町子ども・子育て会議の開催 

令和７年３月 第２回枝幸町子ども・子育て会議の開催（書面会議） 
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２．会議規定 

平成 26年３月 31日訓令第９号 
枝幸町子ども・子育て会議設置規程 

（目的） 

第１条 この訓令は、住民参加による枝幸町子ども・子育て支援事業計画（以下「計画」という。）

を策定するにあたり、幅広い意見を反映させた枝幸町長への提言を行うため、枝幸町子ども・子

育て会議（以下「会議」という。）を設置する。 

（組織） 

第２条 会議は、委員12名以内で組織する。 

２ 会議の委員は、次の各号に掲げる者のうちから町長が選考し、通知をもって委嘱とする。 

(１) 民生委員協議会主任児童委員 

(２) 子育て支援団体関係者 

(３) 教育・保育関係者 

(４) 行政関係者 

(５) 学識経験者 

３ 委員の任期は、２年とする。ただし、再任は妨げない。 

４ 委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（座長） 

第３条 会議に座長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 座長は、会議を代表し、会務を総理する。 

３ 座長に事故があるときは、あらかじめその指名する委員が、その職務を代理する。 

（謝礼） 

第４条 委員に対して、謝礼として１日2,000円を支給する。ただし、地方自治法（昭和22年法律第

67号）第204条第１項に規定する常勤の職員及び地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和

31年法律第162号）第37条第１項に規定する職員が、会議の委員を兼ねるときは、その兼ねる会議

の委員として受けるべき謝礼は支給しないことができる。 

（費用弁償） 

第５条 委員に対する費用弁償額並びにその支給方法は、枝幸町特別職の職員で非常勤のものの報

酬及び費用弁償に関する条例（平成18年枝幸町条例第40号）を準用して支給する。ただし、地方

自治法第204条第１項に規定する常勤の職員及び地方教育行政の組織及び運営に関する法律第37

条第１項に規定する職員が、会議の委員を兼ねるときは、その兼ねる会議の委員として受けるべ

き費用弁償は支給しないことができる。 

（会議） 

第６条 会議は、座長が招集する。ただし、委員委嘱後の最初の会議は町長が招集する。 

２ 座長は、会議の議長となる。 

３ 会議は、委員の半数以上が出席しなければ、会議を開くことができない。 

（庶務） 

第７条 会議の庶務は、町民課において処理する。 

（その他） 

第８条 この訓令に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は、座長が会議に諮って定め

る。 

附 則 

この訓令は、平成26年４月１日から施行する。 

附 則（令和６年２月５日訓令第２号） 

この訓令は、令和６年２月18日から施行する。 
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３．会議委員名簿 

枝幸町子ども・子育て会議委員（令和７年１月１日現在） 

 区分 氏名等 備考 

１ 主任児童委員 枝幸地区 村 山   修 ①  

２ 〃 歌登地区 禿   覚 英 ①  

３ にじをつなぐ会 会長 村 山 純 子 ②  

４ 教育委員  馬酔木 美奈子 ③  

５ 校長会 会長 羽 賀 正 人 ③ 山臼小学校 

６ 教頭会 会長 髙   一 伸 ③ 枝幸小学校 

７ 連合ＰＴＡ 事務局 石 崎 淳 也 ③ 枝幸中学校 PTA 事務局 

８ 〃 副会長 仲 沢   聡 ③ 枝幸小学校 PTA 会長 

９ 枝幸高等学校 校長 小 原   茂 ③  

10 社会福祉協議会 事務局長 葛 西 博 幸 ⑤  

11 保健福祉課 課長 有 賀 博 輝 ④  

12 教育委員会 
学校教育

課長 
三 浦 淳 史 ④  

 

①：民生委員協議会主任児童員 

②：子育て支援団体関係者 

③：教育・保育関係者 

④：行政関係者 

⑤：学識経験者 
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４．「第２次枝幸町まちづくり計画【後期基本計画・実施計画】」 

基本目標２ ともに支えあい、健やかに暮らせるまちづくり 

■子育て支援の充実  

安心して子どもを産み育てられる環境づくりのため、子ども・子育て支援事業や地域子育て

支援センターの拡充など、総合的な子育て支援体制の整備を図るとともに、保育サービスの向

上や放課後児童対策など子育て支援制度の充実に努めます。 

 

◆主要施策 

（１）総合的な子育て支援体制の充実 

①子ども・子育て支援事業の推進  ②子育て支援施設の集約化 

③幼保連携型こども園の開設 ④地域子育て支援センター機能の充実 

⑤いじめ・児童虐待の防止 ⑥ファミリー・サポート・センター事業の充実 

⑦子育て情報の提供 ⑧子育てネットワークづくり 

⑨保育教諭の育成・確保 

 

（２）家庭における子育て支援の充実 

①保育サービスの向上 ②放課後児童対策の充実 

③障がい児、発達に心配にある児童への支援 ④安心して働ける環境の整備 

 

（３）子育てへの経済的支援の充実 

①子育てに対する経済的支援 ②ひとり親家庭に対する経済的支援の充実 

 

基本目標４ 生きる力と地域文化を育むまちづくり 

■幼児教育・学校教育の充実 

一人ひとりの特性を活かし、バランスのとれた「学力・体力と豊かな心」を身につけるため、

幼児教育や地域・家庭に信頼される学校教育など教育内容の充実を図るとともに、教職員の資

質・指導力の向上や子どもたちのサポート体制など教育環境の充実に努めます。 

 

◆主要施策  

（１）教育内容の充実 

①幼児教育の充実 ②学校教育の充実 

③地域・家庭に信頼される学校教育 ④国際理解教育の推進 

 

（２）教育環境の充実 

①教職員の資質・指導力の向上 ②子どもたちのサポート体制の充実 

③地域と一体となった学校づくりの推進 ④学校施設の充実 

⑤高校への支援 
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５．「ふるさと創生総合戦略」 

施策の展開１ 結婚・子育て・定住×まちづくり 

（２）妊娠・出産支援 

①安心して妊娠・出産・子育てができる環境づくりを推進するため、母子保健事業の充実を図

ります。 

②子どもを望む方や子育てに必要な医療・経済的支援、子育て不安への対応、健診・相談の充

実と情報提供に取り組みます。 

 

具体的な施策 母子保健事業の充実 

◆母子健康手帳交付時の相談指導 ◆妊婦・乳幼児健診 

◆乳児家庭訪問 ◆ハイリスク妊婦保健指導 

◆産後ケア事業 ◆母親学級 

◆離乳食・親子料理教室 ◆出産交通費助成 

◆不妊治療費等助成 

 

（３）育児・子育て支援 

①子ども・子育て施策の重点化と事業の絞り込みを行い、妊娠から出産・育児までの長期的・

総合的な支援と子育て環境の整備を図ります。 

②地域コミュニティの中で子育てができるよう、子育て家庭と住民同士の多世代が交流するイ

ベントや親同士の交流機会の拡充を図ります。 

③子育て家庭が子育て支援に関するサービスや制度の情報が得られるよう、利用しやすいツー

ルを活用し、積極的な情報発信を行います。 

 

具体的な施策 保育環境の整備と負担軽減 

◆延長保育・一時保育 ◆地域子育て支援センター 

◆多子世帯保育料軽減支援 ◆南宗谷子ども通園センター 

◆幼児教育・保育の無償化    ◆認定こども園整備事業 

◆子育て支援エリア形成による複合施設整備 

 

具体的な施策 保育資格者育成・確保 

◆保育教諭就学資金貸付事業 
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